
　
　
訓
点
資
料
に
お
け
る
動
詞
命
令
形
の
放
任
用
法

北
﨑
　
勇
帆

一　

は
じ
め
に

動
詞
命
令
形
は
、
典
型
的
に
は
﹁
窓
を
開
け
ろ
﹂
の
よ
う
な
命
令
や
﹁
光
あ

れ
﹂
の
よ
う
な
希
求
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
る
が
、
現
代
語
に
お
け
る
﹁
何
で

あ
れ
﹂﹁
い
ず
れ
に
せ
よ
﹂
の
如
く
、
逆
接
仮
定
条
件
を
提
示
す
る
際
に
も
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
﹁
動
詞
命
令
形
の
放
任
用
法
﹂
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
上
代
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
で
あ
り
、
［1］
・
［2］
の
よ
う
な
、
話
し
手
が

事
態
の
成
立
を
望
ま
し
い
と
捉
え
て
い
な
い
命
令
形
の
文
に
由
来
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

［1］ 

う
る
は
し
と　

さ
寝
し
さ
寝
て
ば　

刈
薦
の　

み
だ
れ
ば
み
だ
れ
︿
美
陀

礼
婆
美
陀
礼
﹀
さ
寝
し
さ
寝
て
ば 

︵
古
事
記
歌
謡
八
〇
・
北
﨑
二
〇
一
六
︶

［2］ 

大
船
を　

漕
ぎ
の
ま
に
ま
に　

岩
に
触
れ　

覆
ら
ば
覆
れ
︿
覆
者
覆
﹀　

妹

に
よ
り
て
は 

︵
万
葉
集
巻
四 

・
五
五
七
・
北
﨑
二
〇
一
六
︶

現
代
語
で
は
﹁
ア
リ
﹂
の
命
令
形
を
用
い
る
﹁
～
デ
ア
レ
﹂
と
﹁
ス
︵
ス
ル
︶﹂

の
命
令
形
を
用
い
る
﹁
～
ニ
セ
ヨ
・
シ
ロ
﹂
の
二
系
統
が
認
め
ら
れ
る
が
、﹁
ニ

セ
ヨ
・
シ
ロ
﹂
に
比
し
て
﹁
デ
ア
レ
﹂
の
系
統
の
方
が
成
立
が
早
く
、
中
古

和
文
資
料
に
は
﹁
モ
ア
レ
﹂︵
ま
た
は
縮
約
形
の
﹁
マ
レ
﹂︶
と
し
て
現
れ
る
︵
中
村

一
九
九
三
︶。
以
降
、
本
稿
で
は
語
形
を
﹁
マ
レ
﹂
に
代
表
さ
せ
る
。

［3］ 

ふ
る
き
に
も
あ
れ
あ
た
ら
し
き
に
も
あ
れ
、
人
は
さ
ら
に
見
給
は
じ
。

 
 

︵
う
つ
ほ
物
語
国
譲
中
・
七
五
三
13
︶

［4］ 

何
事
に
も
あ
れ
、
い
そ
ぎ
て
物
へ
行
く
べ
き
を
り
に
、
ま
づ
我
さ
る
べ

き
所
へ
行
く
と
て
、﹁
た
だ
い
ま
お
こ
せ
む
﹂
と
て
出
で
ぬ
る
車
待
つ
ほ

ど
こ
そ
、
い
と
心
も
と
な
け
れ
。 

︵
枕
草
子
一
五
四 

・
二
八
一
7
︶

訓
点
資
料
で
は
、
既
に
平
安
初
期
の
点
本
に
、
こ
れ
と
同
様
の
形
式
の
例
が

見
出
さ
れ
る
。

［5］ 

世
尊
現
ニ
在
シ
テ
マ
レ
、
若
ハ
涅
槃
ニ
入
リ
タ
マ
ヒ
テ
マ
レ
、
我
当
ニ

何
ニ
シ
テ
カ
菩
薩
ノ
禁
戒
ヲ
分
別
シ
了
知
セ
ム
。︽
世
尊
。
現
在
若
入
涅
槃
。

我
当
云
何
分
別
了
知
声
聞
禁
戒
縁
覚
禁
戒
菩
薩
禁
戒
︵T1582_.30.0961c10-12

︶︾

 
 

︵
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
巻
一
﹇
八
一
〇
頃
﹈
春
日
一
九
五
五 

・
三
八
︶

［6］ 

若
阿
練
若
の
処
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
、若
樹
下
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
、

若
空
舎
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
二
の
法
を
念
︵
ず
︶
応
︵
し
︶。︽
若
在
阿

練
若
処
。
若
在
樹
下
若
在
空
舎
。
応
念
二
法
。︵T1646_.32.0358a14-15

︶︾ 
 

 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
二
二 

・
四
上
20
﹇
八
二
八
﹈︶

稿
者
は
北
﨑
︵
二
〇
一
六
︶
に
お
い
て
、
主
に
和
文
系
統
に
お
け
る
命
令
形

の
逆
接
仮
定
用
法
の
史
的
変
遷
を
一
通
り
明
ら
か
に
し
た
が
、
訓
読
文
に
お
け

る
当
該
形
式
の
例
を
見
る
と
、
接
続
形
式
・
構
文
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
和
文



す
る
場
合
、﹁
動
詞
連
用
形
＋
マ
レ
﹂、﹁
形
容
詞
連
用
形
＋
マ
レ
﹂、﹁
形
容
動

詞
語
幹
＋
ニ
＋
マ
レ
﹂
と
な
る
が
、動
詞
の
例
は
﹃
古
今
集
﹄
の
一
例
の
み
で
、

中
古
和
文
に
お
い
て
は
孤
例
で
あ
る
。

［7］ 

あ
が
君
を
取
り
た
て
ま
つ
り
た
ら
む
、
人
に
ま
れ
鬼
に
ま
れ
、
返
し
た

て
ま
つ
れ
。 

︵
源
氏
物
語
蜻
蛉
・
六
・
二
五
六
7
︶

［8］ 

﹁
中
納
言
の
に
も
あ
れ
、
大
納
言
に
て
も
あ
れ
、
か
ば
か
り
多
か
る
所
に
、

い
か
で
こ
の
打
杭
あ
り
と
見
な
が
ら
は
立
て
つ
る
ぞ
﹂ 

 

 

︵
落
窪
物
語
巻
二 

・ 

二
〇
三
15
︶

［9］ 

君
と
い
へ
ば
見
ま
れ
見
ず
ま
れ
富
士
の
嶺
の
め
づ
ら
し
げ
な
く
燃
ゆ
る

わ
が
恋 

︵
古
今
和
歌
集
八
六
〇
︶

［10］ 

宮
、﹁
い
な
や
。
さ
も
あ
ら
ず
や
。
な
を
、
さ
る
ら
ん
。
か
ゝ
る
け
し
き

ぞ
や
み
給
。
す
べ
て
、
よ
く
も
あ
れ
あ
し
く
も
あ
れ
、
お
と
こ
、
女
に

て
ぞ
あ
る
べ
か
り
け
る
。 

︵
う
つ
ほ
物
語
蔵
開
上
・
五
六
五
1
︶

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
並
列
の
接
続
助
詞
的
な
働
き
を
す
る
も
の
が
大
半
を
占

め
る
が
、﹃
落
窪
物
語
﹄
に
は
二
例
、﹁
名
詞
＋
ヨ
リ
＋
マ
レ
﹂、﹁
名
詞
＋
ヲ
＋

マ
レ
﹂
の
よ
う
に
助
詞
が
前
接
し
、
副
助
詞
の
よ
う
に
働
く
﹁
マ
レ
﹂
の
例
が

見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
現
象
は
、
訓
読
文
に
、
よ
り
顕
著
に
見

ら
れ
る注
一

。

［11］ 
お
は
す
べ
き
ほ
ど
も
、
い
と
残
り
少
な
う
な
り
に
た
れ
ば
、
い
と
あ
は

れ
に
心
細
う
な
む
。
こ
れ
よ
り
ま
れ
、
出
で
立
ち
た
ま
へ
。
京
に
お
は

せ
む
限
り
は
見
た
て
ま
つ
ら
む
﹄ 

︵
落
窪
物
語
巻
四 

・
三
二
一
14
︶

［12］ 

︿
い
か
で
御
心
よ
う
な
る
べ
か
ら
む
﹀
と
、
祈
り
を
ま
れ
せ
む
。
我
ら
が

と
訓
読
文
の
﹁
マ
レ
﹂
の
間
に
は
差
異
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え

ば
右
に
示
し
た
例
を
一
つ
取
っ
て
も
、
和
文
で
は
ほ
ぼ
規
則
的
に
﹁
名
詞
＋
ニ

＋
マ
レ
﹂︵
［3］
は
準
体
法
で
あ
り
、
名
詞
と
連
続
す
る
︶
と
い
う
形
で
現
れ
る
が
、
訓

読
文
に
は
﹁
マ
レ
﹂
に
動
詞
が
前
接
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
訓
読
文
に
お
け
る
命
令
形
放
任
の
あ
り
方
、
ま
た
、

和
文
と
の
具
体
的
な
差
異
を
記
述
し
、
そ
の
差
異
が
ど
う
い
っ
た
事
象
の
現
れ

で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
夙
に
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
使
用
語

彙
や
語
の
用
法
に
文
体
間
の
対
立
が
あ
る
よ
う
に
、
機
能
語
化
し
た
文
法
形
式

に
も
、
そ
の
機
能
語
化
の
度
合
い
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

以
降
、
第
二
節
に
て
﹁
マ
レ
﹂
の
形
態
や
接
続
形
式
、
生
起
環
境
に
つ
い
て
、

第
三
節
に
て
構
文
環
境
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
和
文
・
訓
読
文
の
例
を
比
較
す

る
。
第
四
節
で
は
そ
れ
ら
の
性
質
が
中
世
和
漢
混
淆
文
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継

が
れ
た
か
に
触
れ
、
第
五
節
に
て
、
和
文
・
訓
読
文
に
見
ら
れ
る
﹁
マ
レ
﹂
の

機
能
差
が
、
文
体
間
の
同
一
語
形
に
お
け
る
機
能
語
化
の
程
度
の
差
と
し
て
解

釈
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

二　

形
態
的
な
観
点
か
ら

二 

二二

二二

和
文
に
お
い
て

ま
ず
、
中
古
和
文
に
お
け
る
﹁
マ
レ
﹂
に
つ
い
て
、
前
接
要
素
、
後
接
要
素

と
、﹁
マ
レ
﹂　

そ
の
も
の
の
形
態
の
順
に
見
て
い
く
。

﹁
マ
レ
﹂
の
前
接
要
素
を
見
て
み
る
と
、
中
古
和
文
に
見
ら
れ
る
例
の
多
く

は
﹁
名
詞
＋
ニ
＋
マ
レ
﹂
の
例
で
あ
り
、﹁
名
詞
＋
ニ
テ
＋
マ
レ
﹂︵
一
例
の
み
︶

が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
の
は
中
世
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
用
言
に
接
続



あ
い
な
く
思
ふ
を
、 

︵
蜻
蛉
日
記
中
・
二
一
九
11
︶

［18］ 

﹁
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
近
う
だ
に
見
聞
こ
え
じ
﹂
と
て
、﹁
御
迎
へ
に
﹂
と

聞
こ
え
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、 

︵
和
泉
式
部
日
記
・
八
七
7
︶

二 

二二

二二

訓
読
文
に
お
い
て

訓
読
文
に
お
い
て
は
、﹃
最
勝
王
経
古
点
﹄
に
つ
い
て
﹁
こ
の
古
点
に
も
或

字
・
若
字
・
及
字
を
以
て
同
位
語
を
並
列
し
た
場
合
に
、
こ
の
ニ
マ
レ
を
補
読

し
た
も
の
が
多
い
﹂︵
春
日
一
九
四
二
・
一
八
二
︶、﹃
菩
薩
善
戒
経
﹄
に
つ
い
て
﹁
マ

レ
・
モ
ア
レ　

共
に
補
読
に
用
ゐ
る
語
で
あ
つ
て
、
並
列
の
仮
定
条
件
を
造
る

に
用
ゐ
る
が
、
こ
の
点
に
も
見
え
る
﹂︵
春
日
一
九
五
五
・
三
八
︶
な
ど
の
記
述
が

あ
り
、
特
に
、
平
安
初
期
訓
点
語
に
お
け
る
こ
の
表
現
を
記
述
し
た
も
の
に
大

坪
︵
一
九
八
一
、
第
三
章
﹁
動
詞
﹂、
第
二
節
﹁
活
用
形
の
用
法
﹂︶
が
あ
る
。

大
坪
︵
一
九
八
一
︶
は
前
接
・
後
接
形
態
に
よ
っ
て
モ
ア
レ
の
用
法
を
一
一

種
に
分
類
し
、
和
文
に
比
べ
て
用
例
が
多
く
、
用
法
が
広
い
こ
と
、﹁
も
は
や

動
詞
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
…
一
種
の
助
詞
に
転
生
し
た
﹂
も
の
が
あ
る
こ

と
、
特
に
、﹁
Ｂ
︵
注
：
助
詞
が
後
接
し
、
単
独
で
用
い
ら
れ
な
い
も
の
︶
の
や
う
に
、

マ
レ
の
後
に
助
詞
の
来
る
例
は
和
文
に
は
求
め
ら
れ
な
い
。
Ｂ
の
用
法
は
、
訓

読
文
に
だ
け
存
す
る
特
殊
な
も
の
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
翻
訳
文
法
の
一
種
で
あ

ら
う
。﹂︵
一
七
三
頁
︶
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
﹁
和
文
に
比
べ
て
用
法
が
広
い
﹂
こ
と
の
具
体
的
な
実
態
を
見

る
た
め
、
訓
読
文
に
お
け
る
﹁
マ
レ
﹂
の
例
を
、
和
文
の
例
と
比
較
し
な
が
ら

見
て
い
く
。

ま
ず
、和
文
に
見
ら
れ
、ま
た
多
数
を
占
め
て
い
た
﹁
名
詞
＋
ニ
＋
マ
レ
﹂
は
、

訓
読
文
に
も
ま
た
広
範
に
見
ら
れ
る
。

た
め
に
も
大
事
な
り
﹂
と
言
ひ
て
、 

︵
落
窪
物
語
巻
四 

・
二
九
七
3 注
二

︶

﹁
マ
レ
﹂
そ
の
も
の
の
形
態
に
つ
い
て
、﹁
マ
レ
﹂
は
﹁
モ
ア
レ
﹂
か
ら
母
音

/o/

が
脱
落
し
た
形
で
あ
る
が
、﹃
落
窪
﹄
に
の
み
﹁
モ
マ
レ
﹂︵
モ
＋
モ
＋
ア
レ
︶

と
﹁
モ
﹂
が
重
複
し
、
元
の
形
態
の
意
識
さ
れ
な
い
例
が
数
例
あ
る
。

［13］ 

我
死
な
ば
、
代
り
に
は
、
男
子
に
も
ま
れ
、
女
子
に
も
ま
れ
、
君
に
つ

か
う
ま
つ
れ 

︵
落
窪
物
語
巻
四 

・
二
八
一
14
︶

［14］ 

御
消
息
と
て
、﹃
い
と
恋
し
く
な
む
お
ぼ
え
た
ま
ふ
を
、
あ
か
ら
さ
ま
に

も
ま
れ
、
わ
た
り
た
ま
へ
。 

︵
落
窪
物
語
巻
四 

・
三
二
一
12
︶

形
式
を
構
成
す
る
用
言
は
、﹃
う
つ
ほ
﹄
に
﹁
も
お
は
せ
よ
﹂
の
例
が
見
ら

れ
る
他
は
、
全
て
﹁
ア
リ
﹂︵﹁
マ
レ
﹂
を
含
む
︶
で
あ
る
。

［15］ 

あ
り
と
あ
る
か
ぎ
り
、
み
こ
に
も
お
は
せ
よ
、
上
ら
う
に
も
あ
れ
、
お

も
て
や
は
み
え
給
へ
る
。 

︵
う
つ
ほ
物
語
国
譲
中
・
七
六
六
13
︶

他
、﹁
と
も
あ
れ
か
く
も
あ
れ
︵
と
ま
れ
か
く
ま
れ
︶﹂﹁
さ
は
あ
れ
︵
さ
は
れ
︶﹂﹁
さ

も
あ
ら
ば
あ
れ
︵
さ
ま
ら
ば
れ
︶
注
三

﹂
な
ど
の
、転
換
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
和
文
特
有
の
語
彙
で
あ
り
、
訓
読
文
に
は
見
ら
れ
な
い
。

［16］ 

た
け
と
り
、
答
へ
て
い
は
く
、﹁
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
ま
づ
請
じ
入
れ
た

て
ま
つ
ら
む
。 

︵
竹
取
物
語
・
四
〇
9
︶

［17］ 

え
さ
ら
ず
思
ふ
べ
き
産
屋
の
こ
と
も
あ
る
を
、
こ
れ
過
ご
す
べ
し
と
思

ひ
て
、
た
た
む
月
を
ぞ
待
つ
。
さ
は
れ
、
よ
ろ
づ
に
こ
の
世
の
こ
と
は



︹
之
︺
処
に
は
、
世
尊
我
レ
当
に
其
の
所
に
往
詣
し
て
、
供
養
し
恭
敬
し

擁
護
し
流
通
︵
せ
︶
む
。︽
而
白
仏
言
世
尊
是
金
光
明
最
勝
王
経
若
現
在
世
若
未
来

世
若
在
城
邑
聚
落
王
宮
楼
観
及
阿
蘭
若
山
沢
空
林
有
此
経
王
流
布
之
処
世
尊
我
当
往
詣
其

所
供
養
恭
敬
擁
護
流
通
︾ 

︵
同
巻
八
・ 

一
五
一
3
︶

［23］ 

白
言
﹁
世
尊
、
此
の
金
光
明
最
勝
経
王
、
若
現
在
世
に
（
ま
）
レ
及
未

来
世
に
（
ま
）
レ
所
在
し
宣
揚
し
流
布
︵
せ
︶
む
︹
之
︺
処
た
る
、…
︽
白

言
世
尊
此
金
光
明
最
勝
経
王
若
現
在
世
及
未
来
世
所
在
宣
揚
流
布
之
処
︾ 

 

 

︵
同
巻
八
・ 

一
五
五
4
︶

﹁
ニ
﹂
を
伴
わ
ず
、﹁
名
詞
＋
マ
レ
﹂
と
す
る
も
の
が
数
例
あ
る
。﹁
マ
レ
﹂

の
元
来
の
形
が
意
識
さ
れ
ず
に
一
語
化
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
が
、﹁
ニ
﹂
を
補
読
す
べ
き
も
の
か
、
判
別
し
難
い
。

［24］ 

若
冬
マ
レ
、
若
春
マ
（
れ
）、
若
夏
マ
レ
ぞ
。
汝
若
千
日
︵
を
︶
得
た
り

し
と
キ
。︽
若
冬
若
春
若
夏
汝
得
若
千
日
︾ 

 

 

︵
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
乙
巻
・
一
三
24
﹇
八
二
八
﹈︶

［25］ 

子
実
は
成
熟
し
て
収
め
獲エ

、
刈カ

リ
已
︵
り
︶
て
、
藁ワ
ラ

マ
レ
幹カ
ラ

マ
レ
、
求

め
不
︵
る
︶
に
﹇
而
﹈
自
然
に
得
る
が
如
し
。︽
子
実
成
熟
収
獲
子
已
。
藁
幹

不
求
而
自
然
得
。︵T0895_.18.0722b26-27

︶︾ 
 

 

︵
仁
和
寺
蔵
本
蘇
磨
呼
童
子
請
問
経
承
暦
三
年
点
巻
上
・
一
一
六
下
1
﹇
一
〇
七
九
﹈︶

﹁
名
詞
＋
ニ
シ
テ
＋
マ
レ
﹂
は
訓
読
文
特
有
の
格
助
詞
的
な
連
語
﹁
ニ
シ
テ
﹂

が
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
古
和
文
に
は
、対
応
す
る﹁
ニ
テ
﹂
注
四

を
用
い
る﹁
ニ

テ
＋
マ
レ
﹂
の
例
は
存
す
る
も
の
の
、
次
例
の
よ
う
に
場
所
格
を
示
す
例
で
は

な
い
。

［19］ 
後
世
の
苦
果
を
見
不ず

、
畏
︵
り
︶
不ず

ア
ラ
ム
イ
ハ
、︹
於
︺
我
ガ
法
に
帰

し
て
︹
而
︺
出-

家
セ
ラ
ム
者ヒ
ト

の
、
若
︵
し
は
︶
是
レ
法
器
に
も
ア
レ
、

若
︵
し
は
︶
非-

法-

器
に
も
ア
レ
、
諸
の
弟
子
の
所
に
、
悩-

乱
し
呵

罵
し
或
︵
い
︶
は
鞭
杖
を
以
て
其
の
身
を
楚
イ
サ︵
め
︶撻ウ

チ
、
或
︵
い
︶
は
牢
獄

に
閉
︵
ざ
︶
し
、
乃
至
、
命
を
断タ
ヽ

ム
。︽
不
見
不
畏
後
世
苦
果
於
帰
我
法
而
出
家

者
若
是
法
器
若
非
法
器
諸
弟
子
所
悩
乱
呵
罵
或
以
鞭
杖
楚
撻
其
身
或
閉
牢
獄
乃
至
断
命
︾  

 

︵
東
大
寺
図
書
館
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
巻
四
196
﹇
八
八
三
﹈︶

［20］ 

世
尊
随
て
何
レ
の
国
邑
に
も
ア
レ
︹
イ
マ
レ
︺
是
︵
の
︶
如
き
不
空
羂
索
神

呪
心
経
を
流
行
せ
ば
、
当
に
知
︵
る
︶︽
当
︾
し
︽
世
尊
随
何
国
邑
流
行
如
是
不

空
羂
索
神
呪
心
経
当
知
︾ 

︵
西
大
寺
本
不
空
羂
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
55
﹇
一
〇
四
五
﹈︶

た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
﹁
在
り
﹂﹁
す
﹂﹁
所
在
す
﹂
な
ど
が
後
接
す
る
﹁
ニ

マ
レ
﹂
は
﹁
ニ
﹂
を
格
助
詞
と
し
て
解
釈
し
、﹁
マ
レ
﹂
が
副
助
詞
的
に
働
く

も
の
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

［21］ 

衆
生
の
︹
於
︺
此
の
瞻
部
の
内
に
マ
レ
、
或
は
︹
於
︺
他
方
世
界
の
中

に
マ
レ
あ
り
て
、
作
レ
ル
所
の
種
々
の
勝
︵
れ
︶
た
る
福
因
に
は
、
我

レ
今
皆
悉
ク
随
喜
を
生
す
。︽
衆
生
於
此
瞻
部
内　

或
於
他
方
世
界
中　

所
作
種
種

勝
福
因　

我
今
皆
悉
生
随
喜
︾ 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
二
・ 

四
〇
19
﹇
八
三
〇
頃
﹈︶

［22］ 

而
白
仏
言
﹁
世
尊
、
是
の
金
光
明
最
勝
王
経
を
、
若
現
在
世
に
（
ま
）
レ
、

若
未
来
世
に
（
ま
）
レ
、
若
在
︵
ら
︶
む
城
邑
に
（
ま
）
レ
、
聚
楽
に

（
ま
）
レ
王
宮
の
楼
観
に
（
ま
）
レ
、及
阿
蘭
若
に
（
ま
）
レ
山
沢
に
（
ま
）

レ
空
林
に
（
ま
）
レ
し
て
、
此
の
親
王
を
流
布
す
る
こ
と
有
︵
ら
︶
む



﹁
名
詞
＋
ヲ
＋
マ
レ
﹂
は
一
例
の
み
、
後
続
文
脈
が
分
か
ら
な
い
が
、
挙
げ

て
お
く
。

［30］ 

不
動
の
真
言
マ
レ
或
﹁
ハ
﹂
降
三
世
の
真
言
を
マ
レ
︽
不
動
真
言
或
降
三
世

真
言
。︵T1796_.39.0644c08-09

︶︾ 

︵
東
寺
金
剛
蔵
大
毘
盧
遮
那
経
疏
保
安
元
年
点
巻
六
﹇
一
一
二
〇
﹈・
訓
点
語
彙
集
成注
五

︶

動
詞
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、﹁
動
詞
連
用
形
＋
テ
＋
マ
レ
﹂注
六

な
ど
は
中
古

和
文
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

［31］ 

世
尊
現
ニ
在
シ
テ
マ
レ
、
若
ハ
涅
槃
ニ
入
リ
タ
マ
ヒ
テ
マ
レ
、
我
当
ニ

何
ニ
シ
テ
カ
菩
薩
ノ
禁
戒
ヲ
分
別
シ
了
知
セ
ム
。 

 

 

︵
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
・
［5］
再
掲
︶

［32］ 

若
阿
練
若
の
処
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
、若
樹
下
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
、

若
空
舎
に
在
︵
り
︶
て
も
あ
れ
二
の
法
を
念
︵
ず
︶
応
︵
し
︶。

 
 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
二
二
・
［6］
再
掲
︶

［33］ 

若
︵
し
︶
我
︵
が
︶
世
に
在
り
て
マ
レ
或
︵
い
︶
は
滅
度
︵
し
︶
て
後
に

マ
レ
諸
そ
法
華
経
の
一
句
一
偈
を
も
聞
︵
く
︶
こ
と
有
ら
む
に
は
、
我

皆
无
上
菩
提
の
記
を
授
け
む
と
イ
ヘ
ル
︵
が
︶
為
に
、
是
︵
を
︶
无
餘

記
と
名
︵
づ
く
︶︽
若
我
在
世
或
滅
度
後
諸
有
聞
法
華
経
一
句
一
偈
我
皆
為
殺
无
上
菩

提
記
是
名
无
餘
記
︾ 

 

 
︵
東
大
国
語
蔵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
久
二
年
点
巻
四
・
五
七
オ
7
﹇
一
一
一
四
﹈︶

﹁
動
詞
︵
助
動
詞
︶
連
体
形
＋
ニ
マ
レ
﹂

［34］ 

復
︹
於
︺
現
在
の
十
方
世
界
の
一
切
の
諸
仏
応
正
遍
知
の
妙
菩
提
を
証

［26］ 
所
求
の
事
に
随
︵
ひ
︶
て
、
実
を
以
て
告
ゲ
知
︵
ら
し
︶
メ
、
若
聚
楽

に
し
て
（
ま
）
レ
、
空
沢
に
し
て
（
ま
）
レ
、
及
僧
の
住
処
に
し
て
（
ま
）

レ
、
求
む
ル
所
の
者モ
ノ

に
随
︵
ひ
︶
て
、
皆
円
満
︵
せ
︶
令
メ
、
金
銀
財

宝
牛
羊
穀
麦
飲
食
衣
服
を
、
皆
、
心
に
随
フ
こ
と
得
︵
し
︶
メ
、
諸
の

快
楽
を
受
︵
け
し
︶
メ
む
。︽
随
所
求
事
以
実
告
知
若
聚
落
空
沢
及
僧
住
処
随
所
求

者
皆
令
円
満
金
銀
財
宝
牛
羊
穀
麦
飲
食
衣
服
皆
得
随
心
受
諾
快
楽
︾ 

 

 
︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
八
・ 

一
五
〇
8
︶

［27］ 

若
︵
し
は
︶︹
於
︺
房
の
中ウ
チ

ニ
シ
テ
マ
レ
、
若
︵
し
は
︶
経
行
の
処
に
し

て
マ
レ
、
若
︵
し
は
︶
講
堂
の
中ウ
チ

ニ
シ
テ
マ
レ
、
共
に
住
止
︵
せ
︶
不
レ
、

︽
若
於
房
中
。
若
経
行
処
。
若
在
講
堂
中
。
不
共
住
止
。︵T0262_.09.0037a29-b01

︶︾  

 

︵
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
寛
治
点
巻
五
・
七
七
下
9
﹇
一
〇
八
七
﹈︶

訓
読
文
特
有
の
格
助
詞
﹁
ヲ
モ
テ
︵
を
以
て
︶﹂
に
接
続
し
、﹁
ヲ
モ
テ
マ
レ
﹂

と
な
る
例
も
見
ら
れ
る
。

［28］ 

皮
を
ば
却
︵
け
︶
て
、
十
種
の
衣
の
中
に
、
随
︵
ひ
︶
て
何
の
衣
を
以

て
マ
レ
﹇
し誤
読
カ
﹈、
作
︵
り
︶
て
畜
す
る
こ
と
聴
す
。︽
却
皮
十
種
衣
中
随
以
何

衣
作
聴
畜
︾ 

︵
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
甲
巻
・
一
六
12
︶

［29］ 

答
曰　

黒
黒
報
の
業
と
は
﹇
者
﹈
何
の
業
を
以
︵
ち
︶
て
あ
れ
苦
惚
の

処
に
生
︵
る
︶
ル
︵
に
︶
随
︵
ひ
︶
て
。
阿
鼻
地
獄
︵
と
︶﹇
及
﹈
余
の

苦
惚
の
善
報
无
キ
処
、
若
畜
生
餓
鬼
の
中
の
少
分
の
如
キ
な
り
。︽
答
曰
。

黒
黒
報
業
者
。
随
以
何
業
生
苦
悩
処
。
如
阿
鼻
地
獄
及
余
苦
悩
無
善
報
処
。
若
畜
生
餓
鬼

少
分
。︵T1646_.32.0299b25-27

︶︾ 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
一
一
・
一
〇
下
1
︶



︵
し
︶
た
ま
ヘ
ル
に
マ
レ
、
无
辺
の
諸
衆
生
を
度
︵
せ
︶
む
が
為
の
故
に
、

無
上
の
法
輪
︵
を
︶
転
じ
、
無
礙
の
法
施
を
行
じ
、
法
の
鼓
を
撃
︵
ち
︶

た
ま
ふ
も
、
法
の
螺
を
吹
︵
き
︶
た
ま
ふ
も
、
法
の
幢
を
建
︵
て
︶
た

ま
ふ
も
、
法
の
雨
を
雨
︵
り
︶
た
ま
ふ
に
マ
レ
、
一
切
の
衆
生
を
哀
愍

し
勧
化
し
て
、
咸
ク
信
受
セ
令
メ
、
皆
法
施
を
蒙
︵
ら
し
︶
メ
、
悉
ク

充
足
す
る
こ
と
得
︵
し
︶
メ
、無
尽
安
楽
に
ア
ラ
シ
メ
た
ま
ふ
ニ
マ
レ
ト
、

又
復
所
有
ル
菩
薩
声
聞
独
覚
の
功
徳
に
し
て
、
積
集
せ
る
善
根
に
マ
レ
、

若
有
ル
衆
生
の
是
︵
の
︶
如
キ
諸
の
功
徳
具
セ
ヌ
︹
未
︺
者
に
、
悉
ク

具
足
︵
せ
︶
令
む
ル
に
マ
レ
ト
ヲ
、
我
レ
皆
随
喜
す
。︽
復
於
現
在
十
方
世

界
一
切
諸
仏
応
正
遍
知
証
妙
菩
提
為
度
无
辺
諸
衆
生
故
転
無
上
法
輪
行
無
礙
法
施
撃
法
鼓

吹
法
螺
建
法
幢
雨
法
雨
哀
愍
勧
化
一
切
衆
生
咸
令
信
受
皆
蒙
法
施
悉
得
充
足
無
尽
安
楽
又

復
所
有
菩
薩
声
聞
独
覚
功
徳
積
集
善
根
若
有
衆
生
未
具
如
是
諸
功
徳
者
悉
令
具
足
我
皆
随

喜
︾ 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
三 

・
四
八
2
︶

［35］ 

若
人
随
︵
ひ
︶
て
何
の
事
を
念
ず
る
︵
に
︶
も
あ
れ
心
﹇
則
﹈
随
︵
ひ
︶

て
向
じ
ぬ
。︽
若
人
随
念
何
事
心
則
随
向
。︵T1646_.32.0359a08
︶︾ 

 

 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
二
二
・ 

六
下
12
︶

［36］ 

其
の
夢
の
中
に
而
も
警
界
を
希ネ
カ

フ
ニ
マ
レ
先
承
事
の
法
を
作
る
時
に
︽
於

其
夢
中
而
希
警
界
。
作
先
承
事
法
時
。︵T0893_.18.0686a28-29

︶︾ 
 

 

︵
高
野
山
光
明
院
蔵
蘇
悉
地
羯
羅
経
承
保
元
年
点
﹇
一
〇
七
四
﹈・
曽
田
一
九
五
七
︶

﹁
動
詞
連
用
形
＋
テ
＋
ニ
＋
マ
レ
﹂

［37］ 

善
男
子
、
若
有
︵
る
︶
苾
蒭
苾
蒭
尼
鄥
波
索
迦
鄥
波
斯
迦
の
、
随
︵
ひ
︶

て
何
の
処
に
在
︵
り
︶
て
に
マ
レ
、
人
の
為
に
是
の
金
光
明
微
妙
経
典

を
講
説
︵
せ
︶
む
ト
キ
に
は
、︹
於
︺
其
の
国
土
に
、
皆
四
種
の
福
利
善

根
を
獲
む
。︽
善
男
子
若
有
苾
蒭
苾
蒭
尼
鄥
波
索
迦
鄥
波
斯
迦
随
在
何
処
為
人
講
説
是

金
光
明
微
妙
経
典
於
其
国
土
皆
獲
四
種
福
利
善
根
︾ 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
三
・
五
五
14
︶

形
容
詞
に
は
﹁
形
容
詞
連
用
形
＋
ト
＋
マ
レ
﹂
と
﹁
形
容
詞
連
体
形
＋
ニ
＋

マ
レ
﹂
が
あ
る
︵
［40］
﹁
キ
ン
マ
レ
﹂
は
﹁
キ
ニ
マ
レ
﹂
の
音
変
化
︶。
中
古
和
文
に
見
ら

れ
た
﹁
形
容
詞
連
用
形
︵
ク
︶
＋
マ
レ
﹂
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

［38］ 

若
ハ
多
ク
ト
モ
ア
レ
若
ハ
少
ク
ト
モ
ア
レ
貪
着
セ
ズ
︵
不
︶。
若
ハ
多
ク

ト
モ
ア
レ
若
ハ
少
ク
ト
モ
ア
レ
疑
悔
无
シ
。︽
若
多
若
少
心
不
貪
著
。
欲
施
施

時
及
行
施
已
。
悉
生
歓
喜
随
所
施
物
若
多
若
少
心
無
疑
悔
。︵T1582_.30.0963a13-15

︶︾  

 

︵
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
巻
一
・
春
日
一
九
五
五
・
三
八
︶

［39］ 

我
等
ガ
彼
の
无
量
の
諸
仏
の
出
家
の
弟
子
の
、或︵
い
は
︶是
法
器
、或︵
い

は
︶
非
法
器
の
於
に
、
或
︵
い
︶
は
罪-

犯
有ア

ル
ニ
モ
ア
レ
、
或
︵
い
は
︶

罪
犯
无
き
に
も
ア
レ
、
枷
鏁
を
も
て
繋
縛
し
牢
獄
に
禁-

閉
し
き
。︽
我

等
於
彼
无
量
諸
仏
出
家
弟
子
或
是
法
器
或
非
法
器
或
有
罪
犯
或
无
罪
犯
枷
鏁
繋
縛
禁
閉
牢

獄
︾ 

︵
聖
語
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
巻
七
234
︶

［40］ 

若
︵
し
︶
は
遠
く
﹁
キ
ン
マ
レ
﹂、
若
︵
し
︶
は
近
き
も
﹁
キ
ン
マ
レ
﹂、

意
に
随
︵
ひ
︶
て
能
く
聞
︵
き
︶
た
ま
ふ
。︽
若
遠
若
近
随
意
能
聞
︾ 

 

 

︵
最
明
寺
本
往
生
要
集
巻
中
・
41
ウ
4
、﹁
﹂
内
は
一
二
世
紀
中
後
期
点
︶

そ
の
他
、助
動
詞
﹁
ズ
﹂
を
伴
う
も
の
が
見
ら
れ
る
︵
和
文
で
は
古
今
集
の
［9］
﹁
見

ま
れ
見
ず
ま
れ
﹂
の
み
︶。

［41］ 

若︵
し
は
︶如
来
の
出-

世
に
マ
レ
、若︵
し
は
︶出
世
に︵
あ
ら
︶不ず

マ
レ
・

常
に
自
︵
ら
︶
寂
滅
に
し
て
、
不
可
思
議
な
り
。︽
若
如
来
出
世
若
不
出
世
常



自
寂
滅
不
可
思
議
︾ 

︵
高
山
寺
蔵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
巻
四
289
﹇
一
〇
八
二
﹈︶

［42］ 
若
し
諸
結
具
し
、或
は
具
セ
不ぬ

に
マ
レ
結
、彼
彼
の
有
情
聚
に
従
︵
ひ
︶
て
、

…
…
諸
の
薀
の
続
︵
き
︶
て
生
す
る
を
相
続
生
と
名
︵
づ
︶
ク
。︽
若
結
具

諸
或
不
具
結
従
彼
彼
有
情
聚
…
…
諸
薀
続
生
名
相
続
生
︾ 

︵
石
山
寺
蔵
瑜
伽
師
地
論
平
安
初
期
点
巻
五
二
﹇
八
三
〇
頃
﹈
大
坪
一
九
八
一
・
一
七
一
︶

［43］ 

然
も
是
の
中
に
、
若
︵
し
︶
は
過
ニ
マ
レ
、
若
︵
し
︶
は
及
︵
は
︶
不

し
て
マ
レ
、即
︵
ち
︶
是
︵
れ
︶
道
を
障
︵
ふ
︶
ル
﹇
之
﹈
心
な
り
。︽
然

是
中
若
過
若
不
及
。
即
是
障
道
之
心
。︵T1796_.39.0597a04-05

︶︾ 
 

 

︵
高
山
寺
蔵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
康
和
五
年
点
巻
二
・
17
ウ
﹇
一
一
〇
三
﹈︶

［44］ 

白
毫
を
念
ず
る
者
は
、
若
︵
し
︶
は
相
好
を
見
﹁
ル
ニ
マ
レ
﹂、
若
︵
し
︶

は
見
︵
る
︶
こ
と
得
不
し
て
﹁
ザ
ル
ニ
マ
レ
﹂、是
︵
の
︶
如
き
等
の
人
は
、

九
十
六
億
那
由
多
恒
河
沙
︵
の
︶
微
塵
数
劫
の
生
死
︵
の
︶﹇
之
﹈
罪
を

除-

却
せ
む
。︽
念
白
毫
者
若
見
相
好
若
不
得
見
如
是
等
人
除
却
九
十
六
億
那
由
多
恒

河
沙
微
塵
数
劫
生
死
之
罪
︾ 

 

 

︵
最
明
寺
本
往
生
要
集
巻
下
・
1
ウ
2
、﹁
﹂
内
は
一
二
世
紀
中
後
期
点
︶

以
上
、
前
接
形
式
に
つ
い
て
は
概
ね
中
古
和
文
に
お
け
る
﹁
マ
レ
﹂
よ
り
も

接
続
対
象
が
広
い
。
ま
た
、
中
古
和
文
の
場
合
は
前
接
要
素
が
名
詞
・
形
容
詞

︵
・
形
容
動
詞
︶
の
よ
う
な
状
態
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
訓
読
文
の

場
合
は
動
詞
に
接
続
す
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前
接
す
る
形

式
の
形
態
別
に
用
例
を
分
類
し
、
稿
末
の
表
一
・
二
に
示
す
。

次
に
﹁
マ
レ
﹂
の
後
接
形
態
に
つ
い
て
見
る
と
、
和
文
に
見
ら
れ
な
か
っ
た

格
助
詞
﹁
ノ
﹂﹁
ト
﹂﹁
ヲ
﹂、係
助
詞
﹁
ゾ
﹂
の
後
接
例
が
あ
る
。
前
掲
し
た
﹁
格

助
詞
ニ
＋
マ
レ
＋
述
部
﹂
の
例
と
同
様
、
副
助
詞
的
な
﹁
マ
レ
﹂
で
あ
り
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
や
は
り
、
和
文
と
比
べ
て
接
続
が
自
由
で
あ
る
と
言
え
る
。

﹁
マ
レ
＋
ノ
﹂

［45］ 

若
有
ル
男
子
︵
に
ま
︶
レ
及
女
人
︵
に
ま
︶
レ
、
婆
羅
門
等
の
諸
の
勝

族
に
マ
レ
の　

掌
を
合
セ
心
を
一
に
て
仏
を
讃
歎
︵
し
︶
た
て
ま
つ
る

い
は　

生
に
生
に
常
に
宿
世
の
事
を
憶
す
る
モ
ノ
ゾ
。︽
若
有
男
子
及
女
人　

婆
羅
門
等
諸
勝
族　

合
掌
一
心
讃
歎
仏　

生
生
常
憶
宿
世
事
︾ 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
二
・ 

四
一
1
︶

［46］ 

我
諸
法
を
知シ

ル
ヲ
モ
チ
、
我
が
一
切
の
法
を
暁
ル
ヲ
モ
チ
テ
、
随
所
有

の
一
切
の
法
に
︵
ま
︶
レ
、
如
所
有
の
一
切
の
法
に
マ
レ
ノ
、
諸
法
の

種
類
と
体
性
と
の
差
別
あ
る
こ
と
を
ば︹
イ
差
別
ヲ
︺証
し
た
ま
ひ
た
り
。︽
証

我
知
諸
法
我
暁
一
切
法
随
所
有
一
切
法
如
所
有
一
切
法
諸
法
種
類
体
性
差
別
︾ 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
八
・
一
五
五 

14
︶

﹁
マ
レ
＋
ト
︵
並
列
︶﹂

［47］ 

復
︹
於
︺
現
在
の
十
方
世
界
の
一
切
の
諸
仏
応
正
遍
知
の
妙
菩
提
を
証

︵
し
︶
た
ま
ヘ
ル
に
マ
レ
、
…
無
尽
安
楽
に
ア
ラ
シ
メ
た
ま
ふ
ニ
マ
レ
ト
、

又
復
所
有
ル
菩
薩
声
聞
独
覚
の
功
徳
に
し
て
、
積
集
せ
る
善
根
に
マ
レ
、

若
有
ル
衆
生
の
是
︵
の
︶
如
キ
諸
の
功
徳
具
セ
ヌ
︹
未
︺
者
に
、
悉
ク

具
足
︵
せ
︶
令
む
ル
に
マ
レ
ト
ヲ
、
我
レ
皆
随
喜
す
。 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
三
・
［34］
再
掲
︶

﹁
マ
レ
＋
ト
︵
引
用
︶﹂

［48］ 
若
︵
し
︶
僧
の
所
住
の
処
に
在
て
マ
レ
、若
︵
し
︶
は
山
窟
の
中
、或
︵
い
︶

は
﹇
於
﹈
浄
室
に
︵
し
︶
て
マ
レ
ト
︵
い
ふ
︶
者は

、意
の
所
楽
の
処
﹇
及
﹈

秘
釈
に
随
︵
ひ
︶
て
、
上
に
已
に
之
︵
を
︶
出
︵
い
だ
︶︵
し
︶
つ
る
が
如
︵
し
︶。

︽
若
在
僧
所
住
処
若
山
窟
中
或
於
浄
室
者
随
意
所
楽
処
及
秘
釈
如
上
已
出
之
︾ 

 



 

︵
東
大
国
語
蔵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
久
二
年
点
巻
一
一
・
四
九
オ
2
︶

﹁
マ
レ
＋
ヲ
﹂︵
［47］
の
例
も
﹁
マ
レ
…
マ
レ
ト
…
マ
レ
…
マ
レ
ト
ヲ
﹂
と
対
格
を
取
る
例
で

あ
る
。︶

［49］ 

白
畳
﹁
ヲ
﹂
ニ
マ
レ
或
は
余
の
繒
帛
ニ
マ
レ
ヲ
﹁
ヲ
モ
セ
ヨ
﹂︽
白
畳
或
余

繒
帛
︵T1796_.39.0661c03-04

︶︾ 

︵
東
寺
金
剛
蔵
大
毘
盧
遮
那
経
疏
保
安
元
年
点
巻
八
﹇
一
一
二
〇
﹈
訓
点
語
彙
集
成注
七

︶

﹁
マ
レ
＋
ゾ
﹂

［50］ 

若
冬
マ
レ
、
若
春
マ
（
れ
）、
若
夏
マ
レ
ぞ
。 

 

 
︵
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
乙
巻
・
［24］
再
掲
︶

﹁
マ
レ
﹂
の
形
態
に
関
し
て
は
、﹃
落
窪
﹄
に
見
ら
れ
た
も
の
と
同
様
の
、﹁
モ

マ
レ
﹂
と
な
っ
て
﹁
モ
﹂
が
重
複
す
る
も
の
が
あ
る
。

［51］ 

是
の
経
王
所
在
︵
の
︶︹
之
︺
処
に
随
︵
ひ
て
︶、
城-
邑
聚
落
、
或

︵
は
︶
山
沢
の
中
に
も
マ
れ
広
︵
く
︶
衆
生
の
為
に
敷
演
流
布
︵
す
︶
応

︵
し
︶。︽
随
是
経
王
所
在
之
処
。
城
邑
聚
落
或
山
沢
中
此
弘
経
所
広
為
衆
生
敷
演
流
布
。

︵T2197_.56.0791c31-0792a01

︶︾ 
 

 

︵
東
大
寺
図
書
館
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
巻
九
・ 

六
九
下
9
﹇
八
五
〇
頃
﹈︶

［52］ 

或
︵
は
︶
寺
内
に
在
︵
り
︶
て
も
ア
レ
、
或
︵
は
︶
阿
蘭
若
︵
に
︶	〔
も
〕

マ
レ
、
或
は
山
泉
の
間
︵
に
︶
於
…
…
念
誦
す
応
し
。 

 

 

︵
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
中
略
念
誦
法
平
安
中
期
点
・
大
坪
一
九
八
一
・
一
七
〇
︶

そ
の
他
、﹁
ア
レ
﹂
の
代
わ
り
に
﹁
ベ
シ
﹂
が
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
現

代
語
で
は
﹁
ア
レ
﹂﹁
セ
ヨ
︵
シ
ロ
︶﹂
に
固
定
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で

は
ま
だ
、
範
列
的
な
自
由
度
を
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

［53］ 

若
凡
夫
を
も
破
︵
す
︶
可
し
、
是
︵
れ
︶
聖
人
に
非
︵
ず
︶。
何
ぞ
重
罪

と
名
︵
づ
く
︶
ル
。︽
若
凡
夫
可
破
非
是
聖
人
。︵T1646_.32.0300a28

︶︾ 
 

 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
一
一
・
一
二
上
12
︶

［54］ 

出
家
の
弟
子
の
、若
︵
し
は
︶
是
︵
れ
︶
法
器
に
も
（
あ
る
）
べ
し
、若
︵
し

は
︶
非
法
器
に
も
（
あ
る
）
べ
し
、
下
︵
は
︶
无
戒
に
至
︵
る
︶
ま
で
、

鬢
髪
を
剃
し
除
し
、
袈
裟
を
被
セ
ラ
ム
者ヒ
ト
？
を
、
普
︵
く
︶
善
︵
く
︶
守

護
し
恭
敬
し
供
養
し
て
︹
令
︺
損
悩
无
︵
く
あ
ら
︶
し
め
ム
。︽
出
家
弟
子

若
是
法
器
若
非
法
器
下
至
无
戒
剃
除
鬢
髪
被
袈
裟
者
普
善
守
護
恭
敬
供
養
令
无
損
悩
︾ 

 

 

︵
聖
語
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
巻
五
85
︶

な
お
、
当
該
形
式
は
、
中
古
和
文
で
は
﹁
モ
﹂
が
必
須
で
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、訓
読
文
に
は
そ
の
限
り
で
な
い
、﹁
モ
﹂
を
伴
わ
な
い
﹁
ニ
ア
レ
﹂

の
例
も
散
見
す
る
。
た
だ
し
、
成
実
論
天
長
点
、
無
量
義
経
古
点
の
い
ず
れ
も
、

﹁
モ
ア
レ
﹂
の
確
例
を
持
つ
た
め
、
こ
れ
ら
の
例
が
﹁
ニ
ア
レ
﹂
で
当
該
形
式

が
実
現
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
か
、﹁
モ
﹂
を
補
読
す
べ
き
も
の
な

の
か
は
判
断
し
難
い注
八

。

［55］ 

又
経
の
中
に
説
か
く
諸
の
所
有
の
色
を
若
︵
し
は
︶
過
去
に
あ
れ
未
来
に

あ
れ
内
︵
に
︶
あ
れ
外
︵
に
︶
あ
れ
麤
︵
に
︶
あ
れ
細
︵
に
︶
あ
れ
近

︵
に
︶
あ
れ
遠
︵
に
︶
あ
れ
大
︵
に
︶
あ
れ
小
︵
に
︶
あ
れ
皆
非
我
に
も

我
所
に
も
非
︵
ず
︶
と
知
︵
る
︶
応
︵
し
︶。︽
又
経
中
説
。
諸
所
有
色
若
過
去

未
来
内
外
麁
細
近
遠
大
小
。
皆
応
知
非
我
非
我
所
。︵T1646_.32.0364c10-12

︶︾ 
 



 

︵
成
実
論
天
長
点
巻
二
二
・
四
二
12
︶

［56］ 
若
︵
し
は
︶
善
男
子
、
善
女
人
の
、︹
於
︺
仏
︵
の
︶
世
に
在
︵
す
︶
に

︵
も
︶
あ
れ
若
︵
し
は
︶
仏
、
滅
度
︵
し
︶
た
ま
ひ
テ
後
に
︵
も
︶
あ
れ
、

是
の
経
を
聞
︵
き
︶
た
て
ま
つ
る
こ
と
得
て
、︽
若
善
男
子
善
女
子
於
仏
在
世

若
仏
滅
度
得
聞
是
経
︾ 

︵
無
量
義
経
古
点
413
﹇
平
安
末
﹈︶

な
お
、﹁
モ
ア
レ
﹂
と
す
る
か
、﹁
マ
レ
﹂
と
縮
約
す
る
か
の
別
に
つ
い

て
、
例
え
ば
形
容
詞
補
助
活
用
の
﹁
ク
ア
リ
﹂
と
﹁
カ
リ
﹂、
打
消
の
助
動
詞

の
﹁
ズ
ア
リ
﹂
と
﹁
ザ
リ
﹂
の
事
例
の
よ
う
に
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
縮

約
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。﹃
聖

語
蔵
菩
薩
善
戒
経
﹄
に
つ
い
て
、﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂
の
﹁
両
形
用
ゐ
て
あ

る
が
、
或
は
接
続
す
る
上
の
語
に
よ
つ
て
別
に
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
﹂︵
春

日
一
九
五
五
・
三
八
︶
と
の
予
測
は
あ
る
が
、
一
つ
の
資
料
内
で
両
形
が
用
い
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い注
九

。

三　

構
文
的
な
観
点
か
ら

逆
接
仮
定
条
件
を
提
示
し
、
前
件
の
内
容
・
程
度
に
拘
ら
ず
後
件
が
成
立
す

る
こ
と
を
示
す
場
合
、
そ
の
﹁
前
件
の
任
意
性
﹂
の
提
示
の
方
法
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
注
一
〇

。

Ａ
・
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
複
数
項
の
単
純
並
列

［57］ 

み
こ
に
も
お
は
せ
よ
、
上
ら
う
に
も
あ
れ
、
お
も
て
や
は
み
え
給
へ
る
。 

 

︵
う
つ
ほ
物
語
国
譲
中
・
［15］
再
掲
︶

［58］ 

城
邑
に
（
ま
）
レ
聚
楽
に
（
ま
）
レ
山
沢
に
（
ま
）
レ
空
林
に
（
ま
）
レ
、

或
は
王
の
宮
殿
に
（
ま
）
レ
、
或
は
僧
の
住
処
ニ
マ
レ
シ
テ
セ
ム
ト
キ

に
は
、︽
若
於
城
邑
聚
落
山
沢
空
林
或
王
宮
殿
或
僧
住
処
︾ 

 

 

︵
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
八
・
一
五
五
5
︶

Ｂ
・
共
通
す
る
特
徴
を
持
ち
、
意
味
的
に
対
立
す
る
二
語
の
並
列

　㆐

ａ
・
意
味
的
に
対
立
す
る
二
項

［59］ 

よ
き
人
の
御
前
に
、
人
々
あ
ま
た
候
ふ
を
り
、
昔
あ
り
け
る
事
に
も
あ
れ
、

今
聞
し
め
し
、
世
に
言
ひ
け
る
事
に
も
あ
れ
、
語
ら
せ
た
ま
ふ
を
、
わ

れ
に
わ
れ
に
御
覧
じ
合
は
せ
て
、
の
た
ま
は
せ
た
る
、
い
と
う
れ
し
。 

 

 

︵
枕
草
子
二
五
八 

・
三
八
八
1
︶

［60］ 

仏
言
︵
は
く
︶、﹁
多-

知-

識
︵
に
︶
マ
レ
、
无-

知-

識
︵
に
︶
マ
レ
、

一-

切
僧
に
属
し
ヌ
。﹂︵
と
︶。︽
仏
言
多
知
識
无
知
識
一
切
属
僧
︾ 

 

 

︵
岩
淵
本
願
経
四
分
律
古
点
巻
四
〇 

・
二
二
18
﹇
八
一
〇
﹈︶

　㆐

ｂ
・
肯
定
・
否
定
の
関
係
に
あ
る
二
項

［61］ 

君
と
い
へ
ば
見
ま
れ
見
ず
ま
れ
富
士
の
嶺
の
め
づ
ら
し
げ
な
く
燃
ゆ
る

わ
が
恋 

︵
古
今
和
歌
集
八
六
〇
・
［9］
再
掲
︶

［62］ 

若
実
に
マ
レ
、若
不
実
に
マ
レ
、此
︵
の
︶
人
は
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
む
。

︽
若
実
若
不
実
此
人
現
世
得
白
癩
病
︾ 

 

 

︵
龍
光
院
蔵
法
華
経
明
算
点
巻
八
・ 

二
六
3
﹇
一
〇
五
八
﹈︶

Ｃ
・
不
定
語
と
共
起
す
る
単
項
の
例
示

［63］ 
何
事
に
も
あ
れ
、
い
そ
ぎ
て
物
へ
行
く
べ
き
を
り
に
、
ま
づ
我
さ
る
べ

き
所
へ
行
く
と
て
、 

︵
枕
草
子
一
五
四
・
二
八
一
7
︶

［64］ 

誰
の
諸
長
老
に
マ
レ
、僧
ガ
此
︵
の
︶
某
甲
の
房
を
以
て
某
甲
に
与
︵
へ
︶



て
料
理
︵
せ
︶
し
む
と
い
ふ
こ
と
を
忍
︵
ず
る
︶
者
︵
は
︶、
嘿
然
せ
よ
。

︽
誰
諸
長
老
忍
僧
以
此
某
甲
房
一
某
甲
料
理
者
嘿
然
︾ 

 

 

︵
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
乙
巻
・
一
四
12
︶

こ
の
う
ち
中
古
和
文
に
は
、
Ａ
﹁
複
数
項
の
単
純
並
列
﹂
と
Ｂ
・
ｂ
﹁
肯
否

の
関
係
に
あ
る
二
項
﹂に
よ
る
も
の
は
例
が
少
な
く
、Ｂ
・ａ﹁
対
極
的
な
二
項
﹂、

Ｃ
﹁
不
定
語
の
単
項
﹂
に
よ
っ
て
全
称
表
示
を
行
う
も
の
が
多
い
。
一
方
、
訓

読
文
の
場
合
は
、
Ａ
﹁
複
数
項
の
並
列
﹂
が
多
く
、
Ｃ
﹁
不
定
語
の
単
項
﹂
は

少
な
い
こ
と
注
一
一

、
ま
た
、
助
動
詞
﹁
ズ
﹂
が
用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
Ｂ
・
ｂ
﹁
肯

否
の
関
係
に
あ
る
二
項
﹂
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
項

の
並
列
と
連
動
す
る
形
で
、
訓
読
文
に
は
﹁
モ
シ
ハ
﹂﹁
ア
ル
イ
ハ
﹂
と
の
呼

応
例
が
多
い
。
稿
末
の
表
三
・
四
に
構
文
ご
と
の
用
例
数
を
示
す
。

四　

中
世
和
漢
混
淆
文
に
お
け
る
使
用
状
況

中
世
前
期
和
漢
混
淆
文
に
は
、
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
漢
文
訓
読
文
的
特
徴
が

引
き
継
が
れ
る
例
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
当
該
形
式
の
変
遷
の
全
体
的
な

見
通
し
は
北
﨑
︵
二
〇
一
六
︶
で
既
に
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
訓
読
文
的
要

素
や
﹁
マ
レ
﹂
の
一
語
化
と
関
連
す
る
も
の
の
み
を
挙
げ
る
。

　•

﹁
名
詞
＋
マ
レ
﹂︵
ニ
を
伴
わ
な
い
︶

［65］ 

こ
の
陣
の
吉
上
ま
れ
、
滝
口
ま
れ
、
一
人
を
、﹃
昭
慶
門
ま
で
送
れ
﹄
と

仰
せ
言
賜
べ
。 

︵
大
鏡
・
人
・
三
一
九
6
︶

［66］ 

其
の
中
ニ
モ
南
閻
浮
提
ノ
様
ア
リ
サ
マ、
貴
き
モ
賤
し
き
モ
、
下
ル
上
ル
階し
な

モ
々
モ
、

男
マ
レ
女
マ
レ
、
憂
う
れ
へ

无
ク
苦く

无
キ
、
一
人
モ
見
ず
コ
ソ
侍
れ
。 

 

 

︵
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
・
九
9
︶

［67］ 

御
へ
ん
の
一
門
な
ん
十
人
も
お
は
せ
よ
、
則
綱
が
勲
功
の
賞
に
申
か
へ

て
た
す
け
奉
ら
ん 

︵
高
野
本
平
家
物
語
巻
九
・
越
中
前
司
最
期
・
下
一
六
九
1
︶

［68］ 

敵
は
何
十
人
も
あ
れ
、
そ
れ
が
し
一
人
に
や
こ
ゆ
べ
き
。
い
で
あ
へ
や
、

対
面
せ
ん 

︵
曽
我
物
語
巻
九 

・
三
五
八
8
︶

　•

﹁
動
詞
＋
マ
レ
﹂

［69］ 

破
戒
ノ
比
丘
ノ
不
浄
財
ヲ
タ
ク
ハ
ヱ
ン
ヲ
ハ
、
知
ル
ニ
モ
ア
レ
、
不
知

ラ
ニ
モ
ア
レ
、
供
養
セ
ハ
、
能
施
モ
所
施
モ
地
獄
ニ
入
ヘ
シ
ト
説
ケ
リ 

 

 

︵
米
沢
本
沙
石
集
巻
二
ノ
八
・
三
二
オ
7
・
北
﨑
二
〇
一
六
注
一
二

︶

　•

複
数
項
の
単
純
並
列

［70］ 

し
か
れ
ば
、
主
君
に
て
も
あ
れ
、
父
母
、
親
類
に
て
も
あ
れ
、
知
音
、
朋

友
に
て
も
あ
れ
、
悪
し
か
ら
む
こ
と
を
ば
、
必
ず
い
さ
む
べ
き
と
思
へ

ど
も
、
世
の
末
に
こ
の
こ
と
か
な
は
ず
。 

︵
十
訓
抄
六
ノ
序
・
二
〇
九
9
︶

　•

肯
否
の
関
係
に
あ
る
二
項
の
例
示
︵
↓
［69］
知
ル
ニ
モ
ア
レ
、
不
知
ラ
ニ
モ
ア
レ
︶

［71］ 

又
云
、﹁
若
し
復
、
是
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
、
其
の
過
悪
を
出

さ
ん
、
若
し
は
実
に
も
あ
れ
、
若
し
は
不
実
に
も
あ
れ
、
此
の
人
現
世

に
白
癩
の
病
を
得
ん
﹂
等
云
云
。 

︵
日
蓮
集
開
目
抄
・
四
〇
〇
10
︶

　•
﹁
モ
シ
﹂﹁
モ
シ
ハ
﹂
と
の
共
起

［72］ 
又
、﹁
依
般
若
ハ
ラ
蜜
得
阿
耨
タ
ラ
三
藐
三
菩
提
﹂
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
、

三
世
ノ
諸
仏
、
般
若
ヨ
リ
出
生
シ
給
ハ
ヌ
ハ
ナ
シ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
若

ハ
滅
罪
生
善
ニ
モ
ア
レ
、
若
ハ
現
世
ノ
悉
地
ニ
モ
ア
レ
、
タ
ヾ
般
若
経



ノ
力
ニ
ヨ
ル
ベ
キ
。 

︵
法
華
百
座
聞
書
抄
・
ウ
410
︶

［73］ 
若
ハ
住
持
長
老
ニ
テ
モ
ア
レ
、
若
ハ
師
匠
知
識
ニ
テ
モ
ア
レ
、
不
当
ナ

ラ
バ
、
慈
悲
心
・
老
婆
心
ニ
テ
能
教
訓
誘
引
ス
ベ
キ
也
。 

 

 

︵
正
法
眼
蔵
随
聞
記
巻
二 

・
三
三
九
6
︶

そ
の
他
、
助
詞
が
前
接
し
、
一
語
的
に
用
い
ら
れ
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。

［74］ 

今
夜
ハ
可
参
ズ
。
其
ノ
故
ハ
、
駄
ノ
足
折
レ
損
ジ
テ
乗
ル
ニ
能
ザ
レ
バ
、

明
日
、
駄
ノ
足
ヲ
䟽
ヒ
、
亦
、
他
ノ
馬
ヲ
マ
レ
求
テ
可
参
也
。 

 

 

︵
今
昔
物
語
集
巻
一
三
ノ
三
四 

・
三
六
八
3
注
一
三

︶

［75］ 

せ
め
て
京
ば
か
り
を
ま
れ
、
事
な
き
さ
ま
に
計
ら
ひ
勤
め
よ 

 

 
︵
宇
治
拾
遺
物
語
巻
五
ノ
六
・
一
八
一
7
︶

［76］ 

世
を
し
づ
め
ん
程
、
法
皇
を
鳥
羽
の
北
殿
へ
う
つ
し
奉
る
か
、
然
ず
は

是
へ
ま
れ
御
幸
を
な
し
ま
い
ら
せ
ん
と
思
ふ
は
い
か
に
﹂
と
の
給
へ
ば
、

お
と
ゞ
聞
も
あ
へ
ず
は
ら
〳
〵
と
ぞ
な
か
れ
け
る
。 

 

 

︵
高
野
本
平
家
物
語
巻
二
・
教
訓
状
・
上
九
六
7
︶

五　

機
能
語
化
と
文
体
差

二
節
・
三
節
に
述
べ
た
文
体
間
の
差
異
を
箇
条
書
き
に
し
て
再
掲
す
る
。

　•

中
古
和
文
で
は
動
詞
が
前
接
す
る
例
が
僅
少
で
あ
り
、
前
接
語
が
名
詞
・

形
容
詞
な
ど
の
状
態
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
一
方
、
訓
読
文
で
は
動
詞
の

前
接
例
が
豊
富
で
あ
り
、
和
文
に
比
し
て
接
続
形
式
が
自
由
で
あ
る
。

　•

和
文
で
は
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
、
副
助
詞
的

な
も
の
は
﹃
落
窪
﹄
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
訓
読
文
に
は
助
詞
の

後
接
す
る
例
、
助
詞
の
前
接
例
が
一
定
数
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
副
助

詞
的
用
法
を
持
つ
。

　•

構
文
条
件
の
観
点
か
ら
は
、
和
文
で
は
不
定
語
と
の
共
起
、
対
極
的
な
二

項
の
並
列
の
構
造
を
取
る
も
の
に
偏
る
が
、
訓
読
文
で
は
複
数
項
の
並
列

に
例
が
偏
り
、﹁
モ
シ
ハ
﹂﹁
ア
ル
イ
ハ
﹂
と
規
則
的
に
呼
応
す
る
。
す
な

わ
ち
、
訓
読
文
に
お
け
る
﹁
マ
レ
﹂
は
極
限
性
の
提
示
よ
り
も
、
選
択
・

並
列
を
示
す
助
詞
と
し
て
の
側
面
が
強
い
。

　•

和
文
に
は
﹁
と
も
あ
れ
か
く
も
あ
れ
﹂﹁
さ
は
あ
れ
﹂
の
よ
う
な
固
有
の
接

続
詞
が
あ
る
。

　•

訓
読
文
で
は
多
く
の
場
合
、
一
種
の
資
料
に
対
し
て
﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂

の
い
ず
れ
か
が
専
用
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
と
し
て
、

•　

原
型
が
﹁
モ
ア
レ
﹂
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
喪
失
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　㆐

和
文
・
訓
読
文
に
﹁
モ
マ
レ
﹂、
訓
読
文
に
﹁
名
詞
マ
レ
﹂
な
ど
。

•　
﹁
ア
リ
﹂
が
他
の
語
と
交
替
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　㆐

﹁
お
は
せ
よ
﹂、﹁
あ
る
べ
し
﹂
な
ど
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、
特
に
文
体
史
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
、
和
文
と
訓
読
文

で
は
同
義
の
使
用
語
彙
に
異
な
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、

同
一
の
文
法
範
疇
で
使
用
さ
れ
る
形
式
に
も
文
体
間
の
対
立
が
見
ら
れ
る
こ

と
注
一
四

が
夙
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
同
一
の
語
や
文
法
形
式
で
あ
っ
て
も
、
用

法
や
環
境
に
文
体
差
が
存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
注
一
五

。
本
稿
で
扱
っ
た

﹁
マ
レ
﹂
も
ま
た
、
和
文
・
訓
読
文
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
り
、

接
続
形
式
の
広
さ
や
用
法
に
異
な
り
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
文
体
間
に
共

通
す
る
文
法
形
式
が
、
文
体
に
よ
っ
て
用
法
の
広
さ
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て



き
た
。
本
節
で
は
、
当
該
形
式
が
本
来
取
る
べ
き
構
造
か
ら
ど
れ
だ
け
逸
脱
し

て
い
る
か
、
と
い
う
点
を
基
準
と
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
体
間
で
同
一

形
式
の
文
法
変
化
の
度
合
い
に
も
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
﹁
マ
レ
﹂
が
［1］
・
［2］
の
﹁
乱
れ
ば
乱
れ
﹂﹁
覆
ら
ば
覆
れ
﹂
の

よ
う
な
﹁
～
ば
＋
～
︵
命
令
形
︶﹂
と
い
う
同
語
反
復
型
の
表
現
か
ら
派
生
し
た

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
成
立
過
程
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
﹁
命
令
形
に
よ
る
前

文
﹂
と
﹁
そ
の
結
果
を
提
示
す
る
後
続
文
﹂
の
二
文
併
置
が
、
仮
定
条
件
節
と

そ
の
結
果
を
示
す
主
節
と
の
関
係
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
一
文
と
し
て
再
解
釈

さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

﹇
前
文
﹇
…
モ
﹈
ア
レ
﹈。﹇
後
続
文　

﹈。
↓
﹇
条
件
節
﹇
…
モ
﹈
ア
レ
﹈、﹇
主
節　

﹈。

こ
の
段
階
で
は
、
命
令
形
﹁
ア
レ
﹂
の
持
つ
文
終
止
の
機
能
が
節
の
区
切
り

を
示
す
も
の
と
し
て
残
存
す
る
た
め
、﹁
マ
レ
﹂
は
節
の
末
尾
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、﹁
マ
レ
﹂
が
﹁
モ
﹂
の
機
能
を
保
持
す
る
な
ら
ば
﹁
マ
レ
﹂

の
前
接
要
素
は
﹁
モ
ア
リ
﹂
に
接
続
で
き
る
は
ず
で
あ
る
し
、﹁
ア
リ
﹂
の
実

質
的
な
意
味
を
残
し
て
い
る
な
ら
ば
、
放
任
さ
れ
る
事
態
は
﹁
ア
ル
﹂
こ
と
が

で
き
る
句
︵
名
詞
＋
ナ
リ
、
形
容
詞
の
状
態
的
な
も
の
︶
に
限
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
点
の
制
約
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
逸
脱
例
が
見
ら
れ
る
。

①
﹁
マ
レ
﹂
が
節
末
尾
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

㆐　
﹁
マ
レ
ノ
﹂﹁
マ
レ
ト
﹂﹁
マ
レ
ヲ
﹂
な
ど
の
、
助
詞
の
後
接
す
る
も
の

　

↓
﹇
名
詞
句
﹇﹇
…
マ
レ
﹈
ノ
﹈
…
﹈

㆐　

格
助
詞
﹁
ニ
﹂
が
前
接
し
、﹁
～
マ
レ
﹂
が
連
用
修
飾
語
に
な
る
も
の

　

↓
﹇﹇﹇
名
詞
句
ニ
﹈
マ
レ
﹈
…
述
部
﹈

②
﹁
マ
レ
﹂
の
前
接
要
素
が
﹁
モ
ア
レ
﹂
に
接
続
可
能

㆐　
﹁
名
詞
＋
マ
レ
﹂︵
ニ
を
伴
わ
な
い
も
の
︶
や
﹁
モ
マ
レ
﹂

　

↓
﹇
名
詞
＋
マ
レ
﹈、﹇
述
部　

﹈　cf.?

﹇﹇
名
詞
＋
モ
﹈
ア
レ
﹈、

　

↓
﹇﹇
名
詞
＋
モ
﹈
マ
レ
﹈、﹇
述
部　

﹈　cf.*

﹇﹇﹇
名
詞
＋
モ
﹈
モ
﹈
ア
レ
﹈、

③
静
的
な
事
態
が
放
任
さ
れ
る

㆐　
﹁
動
詞
＋
マ
レ
﹂
な
ど
、
動
詞
が
前
接
す
る
も
の

特
に
一
・
二
点
目
に
お
い
て
は
、﹁
マ
レ
﹂
の
周
辺
が
、﹁
…
モ
﹂
の
ま
と
ま

り
を
﹁
ア
レ
﹂
が
放
任
す
る
﹇﹇
…
モ
﹈
ア
レ
﹈
と
い
う
構
造
か
ら
、
前
接
部

が
﹁
マ
レ
﹂
に
取
り
立
て
ら
れ
る
﹇
…
﹇
モ
ア
レ
﹈﹈
と
い
う
構
造
へ
と
変
化

し
て
お
り
、
こ
こ
に
、
接
続
助
詞
﹁
マ
レ
﹂
か
ら
の
も
う
一
段
階
の
変
化
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
和
文
に
は
稀
で
あ

り
、
訓
読
文
に
広
範
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
注
一
六

。

無
論
、﹁
モ
ア
レ
﹂
が
﹁
マ
レ
﹂
と
縮
約
す
る
こ
と
も
機
能
語
化
の
一
つ
の

指
標
と
な
ろ
う
。﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂
そ
の
も
の
に
は
時
代
差
・
文
体
差
は
認

め
ら
れ
な
い
も
の
の
注
一
七

、格
助
詞
﹁
ニ
﹂
の
前
接
例
や
助
詞
の
後
接
例
が
全
て
﹁
モ

ア
レ
﹂
で
な
く
﹁
マ
レ
﹂
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

六　

ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
、
動
詞
命
令
形
の
放
任
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
﹁
マ
レ
﹂

に
つ
い
て
、
和
文
・
訓
読
文
間
で
、
接
続
形
式
や
用
法
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
差
が
文
体
間
の
同
一
語
形
に
お
け
る
、
機
能
語
化
の
程
度
の
差
と

し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
﹁
マ
レ
﹂
の
事
例
の
み
で
一
般
化
す



る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
に
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
予
測
さ
れ

る
。
な
ぜ
そ
う
い
っ
た
差
が
現
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
も
含
め
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

注注
一　

観
智
院
本
﹃
三
宝
絵
﹄
に
﹁
ニ
﹂
を
伴
わ
な
い
﹁
名
詞
・
形
容
詞
連
体
形
＋
マ

レ
﹂の
例
、﹁
動
詞
連
用
形
＋
テ
＋
マ
レ
﹂の
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
例
外
的
で
あ
り
、

平
仮
名
文
を
主
体
と
す
る
関
戸
本
の
該
当
箇
所
で
は
﹁
名
詞
・
形
容
詞
連
体
形
＋

ニ
＋
マ
レ
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

• 

若
ハ
マ
コ
ト
マ
レ
若
ハ
イ
ツ
ハ
リ
テ
マ
レ
ソ
ノ
ト
ガ
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ヽ︵
ザ
︶
レ
或
ハ
タ
ウ

ト
キ
マ
レ
或
ハ
イ
ヤ
シ
キ
マ
レ
ソ
ノ
徳
ヲ
ホ
ム
ベ
シ 

︵
観
智
院
本
三
宝
絵
下
六
オ
︶

• 

も
し
は
ま
こ
と
に
ま
れ
も
し
は
い
つ
は
り
に
ま
れ
そ
の
と
が
を
あ
ら
は
さ
ゝ︵
ざ
︶
れ
あ

る
い
は
た
う
と
き
に
も
あ
れ
い
や
し
き
き︵〻ミ
セ
ケ
チ
︶

に
も
あ
れ
そ
の
と
く
を
ほ
む
べ
し 

 

 

︵
関
戸
本
三
宝
絵
七
八
ウ
︶

　
　

三
宝
絵
諸
本
の
文
体
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
関
戸
本
を
和
文
的
、
観
智
院
本
を

和
漢
混
淆
文
的
と
す
る
こ
と
に
は
な
お
問
題
が
あ
る
が
︵
乾
二
〇
一
一
︶、
こ
こ
で

は
当
該
箇
所
が
二
本
で
対
照
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
の
例
が
訓
読
文
的
要

素
の
混
入
で
あ
る
も
の
と
見
て
お
く
。

注
二　

慶
長
古
活
字
版
で
は
、
［12］
の
箇
所
を
﹁
い
の
り
を
だ
に
せ
ん
﹂︵
旧
大
系
・

二
一
九
15
︶
と
し
て
、﹁
マ
レ
﹂
を
用
い
な
い
。

注
三　
﹁
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
﹂
に
関
し
て
は
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
は
例
が
現
れ

な
い
も
の
の
、
図
書
寮
本
﹃
類
聚
名
義
抄
﹄
に
﹁
莫
惜
︿
サ
マ
ラ
バ
レ
遊
﹀﹂︵
勉

誠
社
影
印
・
二
五
五
1
︶
と
遊
仙
窟
の
訓
の
出
典
を
示
す
項
が
あ
る
。
前
後
関
係

か
ら
考
え
て
、
和
文
語
が
訓
読
語
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
︵
古
田

二
〇
〇
三
︶。

注
四　

築
島
︵
一
九
六
三
︶
三
二
七
頁
、
七
〇
八
頁
な
ど
。

注
五　

高
山
寺
蔵
永
保
二
年
点
と
同
一
箇
所
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

• 

皆
、
不
動
の
真
言
或
︵
い
︶
は
降
三
世
の
真
言
を
以
︵
て
︶
加
持
す﹁
セ
ヨ
﹂る
こ
と
一
百
八

遍
た
り
、
或
︵
い
︶
は
一
千
八
十
遍
せ
よ
。︽
皆
以
不
動
真
言
或
降
三
世
真
言
加
持

一
百
八
遍
或
一
千
八
十
遍
︾ 

 

 

︵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
巻
六
391
﹇
一
〇
八
二
﹈、﹁
﹂
内
は
長
治
二
年
点
︶

注
六　

他
、﹁
随
て
マ
レ
﹂︵
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
成
唯
識
論
演
秘
平
安
中
期
点
・
訓
点

語
彙
集
成
︶
の
例
な
ど
。

注
七　

高
山
寺
蔵
永
保
二
年
点
と
同
一
箇
所
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

• 

新
浄
の
白
畳
を
取
︵
り
︶
て
或
︵
い
︶
は
余
の
繒﹁
ハ
ク
ヲ
モ
テ
﹂

帛
を
も
て
先
︵
つ
︶
不
動
の
真

言
を
以
︵
て
︶
法
の
如
く
・
作
浄
し
て
…
…
即
ち
毘
盧
遮
那
の
真
言
を
用
︵
ゐ
︶
よ
。

︽
取
新
浄
白
畳
或
余
繒
帛
先
以
不
動
真
言
如
法
作
浄
…
…
用
即
毘
盧
遮
那
真
言
︾ 

 

 

︵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
巻
八
165
︶

注
八　

次
の
例
も
、/m

oare/

の/a/

が
脱
落
し
て
﹁
モ
レ
﹂
と
な
っ
た
も
の
か
、﹁
あ
﹂

を
補
読
さ
せ
る
も
の
か
、
語
形
を
決
定
し
難
い
。

• 

︹
於
︺
諸
の
過
去
の
仏
の
現在

世在
ニ
モ
（
あ
）
レ
或
︵
い
は
︶
滅
後
に
も
（
あ
）
レ
若
︵
し
︶

是
の
法
を
聞
ク
こ
と
有
︵
り
︶
し
は　

皆
已
に
仏
道
成
︵
し
︶
き
。︽
於
諸
過
去
仏 

現
在
或
滅
度    

若
有
聞
是
法 

皆
已
成
仏
道
︵T0264_.09.0142a17-18

︶︾ 
 

 

︵
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
寛
治
点
︶

• 
諸
の
過
去
の
仏
の
在
世
ニ
モ
レ
、
或
︵
る
は
︶ 

滅
後
に
於
も
レ
、
若
︵
し
︶ 

是
の
法

を
聞
ク
こ
と
有
︵ 

り
︶ 

し
は
皆
已
に
仏
道
成
︵
り
︶ 

き
。 

 

 

︵
同
箇
所
の
大
坪
一
九
八
一
に
よ
る
釈
文
︶

注
九　

例
え
ば
﹃
成
実
論
天
長
点
﹄
に
つ
い
て
、﹁
並
列
の
仮
定
条
件
の
形
。
本
点
に



な
ど
。

注
一
六　

い
わ
ゆ
る
﹁
文
法
化
﹂
研
究
の
文
脈
︵H

eine and K
uteva 2002

な
ど
参
照
︶

で
は
、﹁
モ
ア
レ
﹂
↓
接
続
助
詞
﹁
マ
レ
﹂
と
、接
続
助
詞
﹁
マ
レ
﹂
↓
副
助
詞
﹁
マ

レ
﹂
の
一
点
目
・
二
点
目
は
﹁
脱
範
疇
化
﹂︵decategorialization

︶、
三
点
目
は
﹁
ア

リ
﹂
の
意
味
の
﹁
漂
白
化
﹂︵bleaching

︶
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
に
﹁
モ
ア
レ
﹂
↓
﹁
マ
レ
﹂
と
い
う
音
形
の
縮
約
︵phonetic reduction

︶
に
も
、

次
注
に
述
べ
る
よ
う
に
文
体
差
が
見
ら
れ
、
変
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
つ
い
て
、

文
体
間
で
程
度
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

注
一
七　

注
七
に
述
べ
た
よ
う
に
、訓
読
文
で
は
あ
る
文
法
形
式
に
対
し
て﹁
マ
レ
﹂﹁
モ

ア
レ
﹂
い
ず
れ
か
の
語
形
が
専
用
さ
れ
て
お
り
、
中
古
和
文
で
は
義
務
的
で
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、和
文
で
は﹁
モ
ア
レ
﹂﹁
マ
レ
﹂が
訓
読
文
と
比
べ
て
固
定
的
で
な
か
っ

た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
但
し
、
話
し
手
の
位
相
差
な
ど
を
勘

案
す
る
必
要
は
あ
る
。

注
一
八　

全
て
、﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂
の
別
は
捨
象
し
た
。
調
査
資
料
は
稿
末
に
示
し

た
も
の
に
よ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
著
作
の
一
部
や
﹃
訓
点
語
彙
集
成
﹄
に
よ
る
も

の
で
、
解
読
文
の
全
体
を
参
照
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
資
料
の
左
肩
に*

を

付
し
、参
考
と
し
て
載
せ
る
。
*1
は
﹃
訓
点
語
彙
集
成
﹄、
*2
は
大
坪
︵
一
九
八
一
︶、

*3
は
春
日
︵
一
九
五
五
︶、
*4
は
大
坪
︵
一
九
六
一
︶、
*5
は
小
林
︵
一
九
八
七
︶

に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
*1
・
*5
は
文
脈
が
判
断
し
難
い
た
め
、
表
三
に
は
挙

げ
な
か
っ
た
。
表
一
・
二
の
﹁
φ
﹂
は
、
例
え
ば
﹁
名
詞
＋
マ
レ
﹂
の
よ
う
に
助
詞

な
ど
を
介
在
し
な
い
も
の
を
表
し
、﹁
外
護
に
マ
レ
同
伴
︵
に
ま
）
れ
﹂︵
石
山
寺

本
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
寛
平
点
︶
の
後
項
の
よ
う
に
﹁
ニ
﹂
が
補
読
さ
れ
る
蓋
然

性
の
高
い
も
の
も
、
全
て
こ
こ
に
含
め
た
。
表
四
に
つ
い
て
、﹃
土
左
日
記
﹄
に
は

﹁
悪
し
く
も
あ
れ
、
い
か
に
も
あ
れ
、
た
よ
り
あ
ら
ば
や
ら
む
﹂
と
、
不
定
語
が
並

列
さ
れ
る
例
が
あ
る
。

は
ニ
モ
ア
レ
は
あ
る
が
マ
レ
は
な
い
﹂︵
鈴
木
一
男
﹁
成
実
論
巻
二
十
二
天
長
五
年

点
﹂︶。
本
稿
の
調
査
範
囲
内
の
訓
点
資
料
に
お
い
て
﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂
の
い
ず

れ
か
が
確
定
で
き
る
も
の
の
み
を
見
れ
ば
、
同
一
資
料
内
で
﹁
マ
レ
﹂﹁
モ
ア
レ
﹂

の
両
方
を
用
い
る
も
の
は
﹃
菩
薩
善
戒
経
﹄
の
み
で
あ
り
、
他
は
全
て
﹁
マ
レ
﹂

﹁
モ
ア
レ
﹂
の
い
ず
れ
か
を
専
用
し
て
い
る
が
、
中
古
和
文
に
は
そ
の
制
約
が
な
い
。

﹃
菩
薩
善
戒
経
﹄
に
見
ら
れ
る
の
は
﹁
形
容
詞
＋
ト
モ
ア
レ
﹂
と
﹁
動
詞
＋
テ
マ
レ
﹂

の
二
種
で
あ
る
が
、
前
者
は
﹁
形
容
詞
＋
ト
モ
＋
ア
レ
﹂
と
い
う
構
造
で
あ
る
た

め
に
﹁
マ
レ
﹂
と
縮
約
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
一
〇　

原
田
・
本
多
︵
一
九
九
七
︶
も
参
照
。
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
単
項
の
例
示

の
場
合
、
極
限
的
で
あ
る
こ
と
の
提
示
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
仮
定
の
副
詞

の
共
起
が
典
型
的
だ
が
、
中
古
和
文
で
は
﹁
た
と
え
﹂
類
は
未
発
達
で
あ
り
︵
築

島
一
九
六
三
・
吉
田
二
〇
一
五
︶、﹁
マ
レ
﹂
と
呼
応
す
る
例
は
な
い
。

注
一
一　
﹃
成
実
論
天
長
点
﹄
に
は
単
項
例
示
の
例
が
一
二
例
あ
る
が
、﹁
何
の
業
を
／

因
縁
を
／
縁
を
以
て
あ
れ
﹂
の
よ
う
に
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
二
訳

注
に
も
﹁﹁
随
︵
ひ
︶
て
何
の
因
縁
を
以
︵
ち
︶
て
あ
れ
﹂
の
如
き
慣
用
句
的
表
現

が
す
く
な
く
な
い
﹂
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

注
一
二　

米
沢
本
を
底
本
と
す
る
新
全
集
版
で
は
﹁
知
る
に
も
あ
れ
、
知
ら
ず
に
も
あ

れ
﹂︵
一
一
九
10
︶
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、﹁
ざ
る
に
も
あ
れ
﹂
と
読
む
と
こ
ろ
か
。

な
お
、
当
該
箇
所
は
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
引
用
・
訓
読
部
で
あ
る
。

注
一
三　

東
大
本
︵
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
︶
で
は
﹁
ニ
マ
レ
﹂
と
あ
る
箇
所
︵
旧
大
系
三
・

二
五
二
10
︶。

注
一
四　

例
え
ば
大
坪
︵
一
九
三
五
︶
な
ど
。

注
一
五　

例
え
ば
、
文
体
間
に
お
け
る
語
の
意
味
や
用
法
差
に
つ
い
て
は
山
本

︵
一
九
八
八
・
一
九
九
三
︶、
田
中
︵
二
〇
一
六
︶、
文
法
形
式
に
つ
い
て
は
小
林

︵
一
九
八
二
、特
に
四
節
﹁
和
文
語
の
文
法
と
訓
読
語
の
文
法
﹂︶、杉
山
︵
二
〇
一
六
︶



調
査
資
料

　

用
例
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
・
異
体
字
を
通
行
字
に
改
め
、
濁
点
を
補
っ
た
箇
所
が

あ
る
。
訓
読
文
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
原
漢
文
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、︽　

︾
内
に

引
用
し
た
。
底
本
に
原
漢
文
が
示
さ
れ
な
い
場
合
、﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス2015
版
﹄︵SAT2015

：http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.

php

︶
か
ら
、
該
当
箇
所
の
テ
キ
ス
ト
を
引
用
し
、SAT

の
記
法
に
従
っ
て
行
番
号
を

示
し
た
。
岩
波
書
店
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
を
﹃
旧
大
系
﹄、﹃
新
日
本
古
典
文
学
大

系
﹄
を
﹃
新
大
系
﹄、
小
学
館
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
を
﹃
新
全
集
﹄
と
す
る
。

旧
大
系
の
検
索
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
﹃
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹄
に
よ
り
、
新

全
集
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
社 JapanK

now
ledge Lib 

を
用
い
た
箇
所
が

あ
る
。

﹇
中
古
和
文
等
﹈
竹
取
物
語
・
古
今
和
歌
集
・
土
左
日
記
・
大
和
物
語
・
蜻
蛉
日
記
・

落
窪
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
・
和
泉
式
部
日
記
：
新
全
集
︵
国
立

国
語
研
究
所
︵
二
〇
一
四
︶﹃
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス 

平
安
時
代
編
﹄︵
短
単
位
デ
ー

タ
1.0
、
長
単
位
デ
ー
タ
1.0
︶
に
よ
る
︶　

／　

う
つ
ほ
物
語
：
室
城
秀
之
ほ
か
共
編

︵
一
九
九
九
︶﹃
う
つ
ほ
物
語
の
総
合
研
究 

１
﹄
勉
誠
出
版　

／　

三
宝
絵
：
小
泉
弘
・

高
橋
伸
幸
︵
一
九
八
〇
︶﹃
諸
本
対
照
三
宝
絵
集
成
﹄
笠
間
書
院

﹇
訓
点
資
料
﹈
聖
語
蔵
・
小
川
本
願
経
四
分
律
平
安
初
期
点
：
大
坪
併
治
︵
一
九
五
八
︶

﹃
小
川
本
願
経
四
分
律
﹄︵﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
別
一
︶　

／　

岩
淵
本
願
経
四
分
律

古
点
：
大
坪
併
治
︵
二
〇
〇
一
︶﹃
石
山
寺
本
四
分
律
古
点
の
国
語
学
的
研
究
﹄
風
間

書
房　

／　

聖
語
蔵
・
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
成
実
論
天
長
点
：
稲
垣
瑞
穂
︵
一
九
五
四
︶

﹁
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
成
実
論
天
長
点
巻
十
二
︵
上
︶︵
下
︶﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄

二
・
三
、
鈴
木
一
夫
︵
一
九
五
四
︱
一
九
六
六
︶
一
連
の
﹁
聖
語
蔵
御
本
成
実
論
天
長

点
訳
文
稿
﹂、巻
一
一
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
六
、巻
一
三
﹃
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
﹄
四
ノ
一
、

巻
一
四
﹃
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
﹄
十
ノ
二
、
巻
一
五
﹃
南
都
仏
教
﹄
三
、
巻
一
六
﹃
奈

良
学
芸
大
学
紀
要
﹄
五
ノ
三
、巻
一
八
﹃
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
﹄
五
ノ
一
、巻
二
一
﹃
訓

点
語
と
訓
点
資
料
﹄
八
、
巻
二
二
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
八
、
巻
二
三
﹃
南
都
仏
教
﹄
一
八　

／　

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
：
春
日
政
治
︵
一
九
四
二
︶﹃
西
大
寺
本
金
光

明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
﹄
岩
波
書
店　

／　

日
本
大
学
蔵
妙
法
蓮
華
経
方

便
品
平
安
初
期
点
：
築
島
裕
・
小
林
芳
規
︵
一
九
五
六
︶﹁
故
山
田
嘉
造
氏
蔵
妙
法
蓮

華
経
方
便
品
古
点
釈
文
﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
七　

／　

東
大
寺
図
書
館
蔵
金
光

明
最
勝
王
経
註
釈
平
安
初
期
点
：
田
渕
雅
生
︵
一
九
八
七
︶﹁
東
大
寺
図
書
館
蔵
本 

金

光
明
最
勝
王
経
註
釈
の
訓
点
﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
七
六　

／　

地
蔵
十
輪
経
元

慶
点
：
中
田
祝
夫
︵
一
九
五
八
︶﹃
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究 

訳
文
編
﹄
勉
誠
社
、
中

田
祝
夫
︵
一
九
八
〇
︶﹃
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
﹄
勉
誠
社　

／　

花

野
憲
道
︵
一
九
九
〇
︶﹁
随
心
院
蔵
﹁
無
畏
三
蔵
禅
要
﹂
訓
読
文
並
ヒ
ニ
解
説 

︱
平

安
中
期
角
筆
点
︵
慈
覚
大
師
点
︶
︱
﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
八
三　

／　

妙
法
蓮

華
経
玄
賛
淳
祐
点
：
中
田
祝
夫
︵
一
九
五
八
︶﹃
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究 

訳
文
編
﹄　

／　

無
量
義
経
古
点
：
中
田
祝
夫
︵
一
九
七
九
︶﹃
重
要
美
術
品 

兜
木
正
亨
蔵 

無
量
義

経
古
点
︵
古
点
本
資
料
叢
刊
一
︶﹄
勉
誠
社　

／　

西
大
寺
蔵
不
空
羂
索
神
呪
心
経
寛

徳
点
：
小
林
芳
規
︵
一
九
五
八
︶﹁
西
大
寺
本 

不
空
羂
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
の
研
究 

︱

釈
文
と
索
引
︱
﹂﹃
国
語
学
﹄
三
三　

／　

東
大
寺
図
書
館
蔵
法
華
文
句
平
安
後
期
点
：

西
崎
亨
︵
一
九
九
二
︶﹃﹁
法
華
文
句
﹂
古
点
の
国
語
学
的
研
究　

本
文
篇
﹄
お
う
ふ
う　

／　

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
：
大
坪
併
治
︵
一
九
六
八
︶﹃
訓
点
資
料
の
研
究
﹄
風
間
書

房　

／　

仁
和
寺
蔵
梵
字
悉
曇
字
母
并
釈
義
治
暦
四
年
点
：
月
本
雅
幸
︵
一
九
九
四
︶

﹁
仁
和
寺
蔵
梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義
治
暦
四
年
点
﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
九
三　

／　

仁
和
寺
蔵
蘇
磨
呼
童
子
請
問
経
承
暦
点
：
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
月
本
雅
幸
・
松
本
光

隆
︵
一
九
九
五
︶﹁
仁
和
寺
蔵
本
蘇
磨
呼
童
子
請
問
経
承
暦
三
年
点
﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点

資
料
﹄
九
五　

／　

大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
：
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団



︵
一
九
八
六
︶﹃
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
︵
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
五
冊
︶﹄
東
京
大

学
出
版
会　

／　

立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
寛
治
点
：
門
前
正
彦
︵
一
九
六
八
︶﹃
立
本

寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
﹄︵﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
別
四
︶　

／　

仏
説
観
音
普
賢
菩

薩
行
法
経
承
徳
点
：
門
前
正
彦
︵
一
九
六
八
︶﹃
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
﹄︵﹃
訓

点
語
と
訓
点
資
料
﹄
別
四
︶　

／　

最
明
寺
本
往
生
要
集
院
政
初
期
点
：
築
島
裕
・
坂

詰
力
治
・
後
藤
剛
︵
一
九
八
八
・
一
九
九
二
︶﹃
最
明
寺
本
往
生
要
集 

影
印
篇
・
訳
文
篇
﹄

汲
古
書
院　

／　

高
山
寺
蔵
本
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
・
三
・
五
康
和
点
：
築
島

裕
︵
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
︶﹁
高
山
寺
蔵
本
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
康
和
五
年

点
釈
文
︵
一
︶︵
二
︶︵
三
︶﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
一
〇
三
・
一
〇
四
・
一
〇
五
、
築

島
裕
︵
一
九
九
〇
・
一
九
九
三
︶﹁
高
山
寺
蔵
本
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
三
康
和
五

年
点
釈
文
︵
一
︶︵
二
︶﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
八
四
・
九
一
、
築
島
裕
︵
二
〇
〇
七

︱
二
〇
〇
九
︶﹁
高
山
寺
蔵
本
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
五
康
和
五
年
点
訳
文
稿
﹂﹃
高

山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
﹄
平
一
八
・
一
九
・
二
〇　

／　

前
田
本
冥

報
記
院
政
期
点
：
説
話
研
究
会
︵
一
九
九
九
︶﹃
冥
報
記
の
研
究　

第
一
巻
﹄
勉
誠
出

版　

／　

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
久
二
年
点
：
用
例
検
索

は
﹃
訓
点
語
彙
集
成
﹄
に
よ
り
、
本
文
は
原
本
に
よ
る　

／　

高
山
寺
蔵
蘇
磨
呼
童
子

請
問
経
巻
上
保
延
三
年
点
：
大
久
保
綾
子
︵
二
〇
一
五
︶﹁
訓
点
資
料
語
彙
の
電
子
デ
ー

タ
提
供
に
向
け
て
の
実
践
的
試
み
Ⅱ
：
高
山
寺
蔵
﹃
蘇
磨
呼
童
子
請
問
経
﹄
巻
上
保

延
三
年
点
仮
名
点
箇
所
訓
読
文
用
例
集
﹂﹃
広
島
大
学
日
本
語
史
研
究
論
集
﹄
一　

／　

大
唐
西
域
記
長
寛
点
：
中
田
祝
夫
︵
一
九
五
八
︶﹃
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
編
﹄

勉
誠
社　

／　

築
島
裕
︵
二
〇
〇
七
︱
二
〇
〇
九
︶﹃
訓
点
語
彙
集
成
﹄
汲
古
書
院

﹇
中
世
前
期
和
漢
混
淆
文
﹈
今
昔
物
語
集
・
十
訓
抄
：
新
全
集　

／　

正
法
眼
蔵
随
聞
記
・

日
蓮
集
開
目
抄
・
曽
我
物
語
：
旧
大
系　

／　

高
野
本
平
家
物
語
：
新
大
系　

／　

法

華
百
座
聞
書
抄
：
小
林
芳
規
編
︵
一
九
七
五
︶﹃
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
﹄
武
蔵
野

書
院　

／　

金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
：
山
内
洋
一
郎
編
︵
一
九
九
七
︶﹃
金
沢
文
庫

本
仏
教
説
話
集
の
研
究
﹄
汲
古
書
院

参
考
文
献

乾
善
彦
︵
二
〇
一
一
︶﹁﹃
三
宝
絵
﹄
の
三
伝
本
と
和
漢
混
淆
文
﹂
坂
詰
力
治
編
﹃
言
語

変
化
の
分
析
と
理
論
﹄
お
う
ふ
う 

大
坪
併
治
︵
一
九
三
五
︶﹁
禁
止
表
現
法
史
﹂﹃
国
語
国
文
﹄
五
︵
一
〇
︶

大
坪
併
治
︵
一
九
六
一
︶﹃
訓
点
語
の
研
究
﹄
風
間
書
房

大
坪
併
治
︵
一
九
八
一
︶﹃
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
語
の
文
法
﹄
風
間
書
房

春
日
政
治
︵
一
九
四
二
︶﹃
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
研
究 

研
究
篇
﹄
岩
波

書
店

春
日
政
治
︵
一
九
五
五
︶﹁
聖
語
蔵
本
菩
薩
善
戒
経
点
﹂﹃
国
語
国
文
﹄
二
四
︵
一
一
︶

北
﨑
勇
帆
︵
二
〇
一
六
︶﹁
複
合
助
詞
﹁
で
あ
れ
﹂﹁
に
せ
よ
﹂﹁
に
し
ろ
﹂
の
変
遷
﹂﹃
日

本
語
の
研
究
﹄
一
二
︵
四
︶

小
林
芳
規
︵
一
九
八
二
︶﹁
古
代
語
の
文
法
Ⅱ
﹂
築
島
裕
編
﹃
講
座 

国
語
史
４ 

文
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表 1　前接要素による分類（訓点資料）
注一八

N Adj V

資料名 加点
年代 φニニシヲ

ヲ
モφ

ク
トニφテ

テ
ニニズ

ズ
ニ
ヌ
ニ
ズ
シ
ザ
ル

岩淵本願経四分律古点 810頃 2
小川本願経四分律古点 810頃 3 3 1
*3聖語蔵菩薩善戒経 810頃 4 2
成実論天長点 828 12 2 9 1 4 1
西大寺本金光明最勝王経古点 830頃 2 25 3 1 4
日本大学蔵妙法蓮華経方便品平安初期点 830頃 4
*2石山寺蔵瑜伽師地論平安初期点 830頃 1 3 2 1
*2東大寺蔵七喩三平等无上義平安初期点 850頃 1 1
東大寺図書館蔵金光明最勝王経註釈 857 1
地蔵十輪経元慶点 883 4 13 1 1
*4石山寺蔵蘇悉地羯羅経略疏寛平点 896 1 1
*5石山寺蔵金剛頂瑜伽経
中略出念誦法角筆点 900頃 2

*1大東急記念文庫蔵成唯識論演秘
平安中期点 950頃 1

*1東寺金剛蔵
攝大毘盧遮那胎蔵成就儀軌平安中期点 950頃 2

*2西大寺蔵大毘盧遮那成仏経長保点 1000 2
無量義経古点 1000頃 7 6 1
*2石山寺蔵金剛頂瑜伽経中略念誦法
平安中期点 1000頃 1 1

*1東寺金剛蔵不動尊儀軌寛弘九年点 1012 2?

西大寺本不空羂索神呪心経寛徳点 1045 1
*1吉水蔵護摩観永承三年点 1048 1
東大寺図書館蔵法華文句平安後期点 1050頃 2
龍光院蔵法華経明算点 1058 2
仁和寺蔵悉曇字母釈義治暦四年点 1068 4
*1,2高野山光明院蔵蘇悉地羯羅経
承保元年点 1074 1 1 1 1

仁和寺蔵蘇磨呼童子請問経承暦三年点 1079 2
大毘盧遮那成仏経疏永保点 1082 10 2 1 1 1
立本寺蔵妙法蓮華経寛治点 1087 1 5 3
*1来迎院蔵安楽土義康和二年点 1100 2
高山寺蔵大毘盧遮那成仏経疏康和五年点 1103 2 1 1
冥報記院政期点 1105 2
*1東大国語蔵大毘盧遮那成仏経疏
永久二年点 1114 1 1 2

*1東寺金剛蔵大毘盧遮那経疏保安元年点 1120 1 6 1
*1東寺金剛蔵
大虚空蔵菩薩念誦法保安四年点 1123 1

高山寺蔵蘇磨呼童子請問経保延三年点 1137 5
*2築島氏蔵大毘盧遮那成仏経疏院政期点 1138 2
*1輪王寺蔵大毘盧遮那経疏仁平元年点 1151 1 1
大唐西域記長寛点 1163 2
*1東大寺図書館蔵因明義草仁安四年点 1169 2
最明寺本往生要集（墨点） 1180頃 5 9 6 6 1
*1醍醐寺蔵大毘盧遮那経疏元暦二年点 1185 4 1 4 1 1 1?

*1築島氏蔵
金剛頂瑜伽蓮華部大儀軌鎌倉初期点 1200頃 1



表 3　構文による分類（訓点資料）

資料名 加点
年代

単
純
並
列

対
極
並
列

肯
否
並
列

不
定
単
項

そ
の
他

岩淵本願経四分律古点 810頃 1
小川本願経四分律古点 810頃 1 2 2
*3聖語蔵菩薩善戒経 810頃 3
成実論天長点 828 2 2 12 1
西大寺本金光明最勝王経古点 830頃 7 5 1
日本大学蔵妙法蓮華経方便品平安初期点 830頃 2
*2石山寺蔵瑜伽師地論平安初期点 830頃 1 3
*2東大寺蔵七喩三平等无上義平安初期点 850頃 1
東大寺図書館蔵金光明最勝王経註釈 857 1
地蔵十輪経元慶点 883 1 2 8
*4石山寺蔵蘇悉地羯羅経略疏寛平点 896 1
*2西大寺蔵大毘盧遮那成仏経長保点 1000 1
無量義経古点 1000頃 7
*2石山寺蔵金剛頂瑜伽経中略念誦法平安中期点 1000頃 1
西大寺本不空羂索神呪心経寛徳点 1045 1
東大寺図書館蔵法華文句平安後期点 1050頃 1
龍光院蔵法華経明算点 1058 1
仁和寺蔵悉曇字母釈義治暦四年点 1068 1
*2高野山光明院蔵蘇悉地羯羅経承保元年点 1074 1
仁和寺蔵蘇磨呼童子請問経承暦三年点 1079 1
大毘盧遮那成仏経疏永保点 1082 4 3
立本寺蔵妙法蓮華経寛治点 1087 2 2
高山寺蔵大毘盧遮那成仏経疏康和五年点 1103 1 2
冥報記院政期点 1105 1
東大国語蔵大毘盧遮那成仏経疏永久二年点 1114 2
東寺金剛蔵大毘盧遮那経疏保安元年点 1120 1 2
高山寺蔵蘇磨呼童子請問経保延三年点 1137 1
*2築島氏蔵大毘盧遮那成仏経疏院政期点 1138 1
大唐西域記長寛点 1163 1
最明寺本往生要集（墨点） 1180頃 7 2

表 2　前接要素による分類（中古和文資料）

N 形
動 V

資料名 成立
年代 ニニ

テヲヨ
リクニφズ

古今和歌集 905 1 1
土左日記 935頃 1 1
大和物語 951頃 1
うつほ物語 984頃 8 6
落窪物語 986頃 6 1 1 1 1
枕草子 1000頃 4
源氏物語 1010頃 5
紫式部日記 1010 1

表 4　構文による分類（中古和文資料）

資料名 成立
年代

単
純
並
列

対
極
並
列

肯
否
並
列

不
定
単
項

そ
の
他

古今和歌集 905 1
土左日記 935頃 *1
大和物語 951頃 1
うつほ物語 984頃 2 4 2 1
落窪物語 986頃 1 2 4
枕草子 1000頃 2 1
源氏物語 1010頃 1 1 2
紫式部日記 1010 1


